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開 会 午前 ９時００分 

 

開 会 あ い さ つ 

 

○議長（大河原昭洋）  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（大河原昭洋）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、８番、谷口雅人議員、

９番、岸本眞一郎議員を指名します。 

 

日程第２．一般質問 

 

○議長（大河原昭洋）  日程第２、一般質問を行います。 

  質問者は、お手元に配付しているとおりです。 

  なお、一般質問は、会議規則第６１条第４項の規定により、一問一答方式によ
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り行い、質問、答弁を合わせて４０分以内とします。 

  それでは、受け付け順に、これより順次行います。 

  初めに、河村仁志議員の質問を許します。 

  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  皆様おはようございます。質問に入ります前に、先日来の

豪雨、今回は九州地方方面、中日本等、各地区での豪雨災害が発生しています。

災害に見舞われてお亡くなりになられた方々には、衷心よりお悔やみ申し上げま

す。とともに、被災された皆様方には心よりお見舞いを申し上げます。 

  本町も一昨年、７月７日に豪雨災害による甚大な被害を受けて、関係各位皆様

が対応に追われたことは記憶に新しいことです。幸いにして、被害は甚大であり

ましたが、本町でお亡くなりになられた方もなく、これも金兒町長が所信で述べ

られましたが、支え愛マップの作成とか消防団活動など、大いに寄与したものと

確信しています。今後、未作成の地区・集落も作成率向上が必要と個人的にも思

うところであります。 

  さて、質問に先立って、金兒新町長のご当選おめでとうございます。前町長の

町政を踏襲しつつ、新たなカラーでの町政、４０年余りの行政マンのキャリアを

生かした運営に期待します。私の記憶が確かならですが、現場からのたたき上げ

の行政マンの町長は金兒町長が初めてだと認識しております。私もあと残すとこ

ろ任期１年ですので、ひとまず１年間お付き合いよろしくお願いします。 

  また、このたびの議会議員選挙へ当選されましたご両名の方も、併せておめで

とうございます。ひとまず来年の改選期の任期まで１年間、町民皆さんのために

共に尽くしてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  では、質問に入ります。昨日、所信をお聞かせいただきました。８つの公約を

挙げての内容でしたが、具体的に８分野の中から新金兒町長に、今回は以下３分

野について、どのような施策を講じられるのか、具体的にお聞きしたいと思いま

す。 

  選挙前の思いとして、健康寿命の増進、防災に強いまちづくりなど、思いを持

たれた内容がリーフレットに記載され、配布されていました。また、選挙公約で

は、「皆さんの暮らしと行政の取組が密接に関わり、それぞれの理解と共感を得

ることで、豊かで幸せな暮らしが実現できると信じて実行します」という内容で、

三位一体、健康・医療・福祉の充実、林業・農業の振興、商工業の振興、教育の
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充実、若者定住の推進、住民自治・住民活動の活性化、公共交通の在り方・新た

な体制づくり、人権尊重のまちづくり等８項目取り上げてあります。この中で３

分野についてどのように施策を講じるか、先ほども申しましたがお聞きしたいと

思います。 

  まずは、福祉についてですが、福祉とは全ての人の幸せや豊かさと意味する言

葉で、健康・医療以外でも教育であったり、社会生活をもととした地域活動など、

多岐にわたり広域に展開します。現在の智頭町において約６，８６０名の人口が

いらっしゃいます。住んでおられる方がいらっしゃいますが、高齢化率は４０％

を超えていますので、高齢者と位置づけられる方が約２，７００名余りいらっし

ゃいます。今後もしばらく増加傾向が続きます。 

  また、新生児の出生数も年間４０名から５０名、場合によったら４０名を切る

場合もありますが、また、他界されるなど自然の減少で１５０名ぐらいいらっし

ゃいます。差引きでアバウトに１００名の町民減となり、２０４５問題の頃には

今の人口の半数になると見込まれます。今後、智頭町の育成を考えたときに三位

一体の健康・医療・福祉充実では、少子化は少子化対策であり、高齢化は高齢化

対策と私は別物に考えます。町独自にどのような取組を行うのか、町長のお考え

をお聞かせください。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  河村議員の質問にお答えします。少子化対策、高齢化対策

の町独自の取組についてということであります。 

  まず、少子化対策でございますけども、昨日の所信表明で述べたとおり、多様

な幼児教育と育児施策を推進して、安心して子育てができる環境の整備に取り組

んでまいりたいというふうに思います。 

  また、引き続き、わが家で子育て応援給付金、それから、保育料の３歳以上児

及び第２子以降の無償化、児童生徒の通学費の無償化、それから、高校生の通学

費の補助というものを継続するとともに、給食費の完全無償化を行うことで、子

育て世代の負担軽減に努めてまいりたいというふうに思っております。 

  そのほか、従来から行っております、子育て世代包括支援センターにおける切

れ目のない相談体制や不妊治療の助成、それから、産前・産後事業の充実という

ものに努めてまいりたいと思います。さらには、移住定住対策を充実することで
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少子化に歯止めをかけ、本町で子どもを安心して産みやすい、そういった環境を

整えてまいりたいと考えております。 

  次に、高齢化対策ですけども、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、

各地区に出向き、住民と一緒に自助、互助、共助、公助の在り方を話し合うとい

った取組を重ねていきます。今後も地域に出かけ、懇談会を通じて、住民の皆さ

んの意見を頂き、地域にあった取組を支援していきます。 

  また、地区及び集落ミニデイで取り組んでいる「いきいき百歳体操」について、

現在智頭病院の専門職が必要時に指導することで内容の充実も図っているところ

でありまして、元気で幸せな生活ができる時間を延ばすことができるように取り

組んでおります。 

  今後もミニデイなど、地域のつながりに重点を置いた体制づくりをさらに進め

ながら、地域でより健康に過ごせるよう健康寿命の延伸を目指した住民主体の活

動を、町全体に広げることができるように支援したいというふうに考えています。 

  議員もご承知のとおり、本町では「ほのぼの」を中心として、医療、介護、介

護予防、健康づくり、生活支援など、こういった地域包括ケアシステムの充実に

向けて、三位一体で入院から退院、在宅までといった切れ目のない支援を行って

いるところであります。このような取組は、他に類を見ないものであり、関係機

関が常に連携をとりながら問題解決や研修等を行い、保健・医療・福祉の推進を

図っております。 

  高齢者が中心の取組ではありますけども、障がい者、それから子どもたち、そ

ういった全ての町民にもつながるものであると思っております。住民の皆様へ

「住んでよかった智頭町」と言っていただけるように、今後も保健・医療・福祉

のさらなる充実に努めていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  答弁をいただきました。町長もおっしゃるように、「ほの

ぼの」の充実した福祉ということで、私の個人的な考えというか提案になります

が、非常に智頭町は鳥取道が開通したり、スーパーはくととかの公共交通の非常

にアクセスがいい状況です。 

  先ほど福祉の充実というふうにおっしゃられましたが、やはりもう少しさらに

充実を図っていきながら、他県の高齢者の方の受入れをする介護施設であったり、
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それに伴うことによって介護職員が増やせるとか、それに伴って子育てする場面

が増えていくとか、そういったことも考えていきながら、面的に、前回の一般質

問でも申し上げましたが、やはりオール智頭町でそういった特色を生かした部分

をもう少し出していかれたら、さらに進んでいくのではないかと思いますがいか

がお考えですか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今、言われましたように、民間の活力を借りてということ

になれば、それは実現可能ではないかと思います。ただ、行政の立ち入る範囲内

といいますか、それをいかにしてしていくか、これをやっぱり皆さんと一緒にし

ていかないと、ただ単に面を、面をと言われても、民間の方が町の施策に沿った

やり方をしていただけるなら、来ていただけるなら何や異論はないというふうに

は思っています。 

○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  ひとつご検討ください。 

  次ですが、智頭町の基幹産業である林業についてお聞きします。担い手育成の

課題や、新規参入の移住者の方も従事されている方もおられます。このような動

きの中で、どの施策も大切ではありますが、特に現在私も所管で担当しています

が、民生常任委員会の重大な取組の課題として、ＩＯＴを活用したスマート林業

と、畜産和牛の堆肥の利活用での農業振興にどのように議会として取り組むべき

か、若手林業家の方、森林組合の方との意見交換をはじめ、様々なところで課題

抽出を行っております。 

  また、畜産農業者の方やＪＡとの取組などもお聞かせいただき、今後の方向性、

取組など、それに基づき議会としても視察研修や現場視察等、委員会のＰＤＣＡ

化を図り、議会改革の一端として重点的な活動を行っているところであります。 

  このことを前段に置き、所信の中で林業施策では人材確保や育成のための仕組

みの構築、作業道・林道の整備の取組や、智頭産材の出荷促進事業などの支援制

度の充実を図ると述べられました。農業施策では、人と農地の問題を解決しなが

ら、豊かな自然環境が育むホンモノの農産物の生産体制づくりを推進すると述べ

られました。基幹産業の林業をはじめとして、農業・商工業の振興の取組はどの

ような取組を行われるのか、具体的な施策があれば町長にお考えを伺います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 
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○町長（金兒英夫）  本町の重要な基幹産業である林業につきましては、「若い

世代を巻き込むための仕組みづくり」こういったものが最も重要なテーマである

と思っています。 

  昨年度、議会の民生常任委員会と相談しながら策定しました「山と暮らしの未

来ビジョン」に示している社会の実現に向けて、しっかりと取り組んでいきたい

と考えております。豪雨や台風などの災害に強く、多世代で分かち合う「いい

山」、これを残すためにこういった森づくりについて、住民の皆さんと共通認識

を持ちながら進めていきたいというふうに思っております。 

  林業の作業効率化や若手従事者の参入促進を目指し、本町におけるスマート林

業の導入について、大手通信事業者や地元ＩＴ企業と連携しながら、町内の若手

林業家を交えた検討を進めているところであります。林業関係者が抱える課題や

悩みに的確に対応できる仕組みを、いかにして構築していくかという視点を忘れ

ないよう、検討を進めてまいりたいというふうに思っています。 

  若手の人材を巻き込んでいく上で、低コストかつ適切な森林経営の基盤となる

路網整備、それから、森林整備等について係る町独自の支援に力を入れていくべ

きと考えておりまして、若手の意見や思いをよくよく聞きながら、支援策の充実

を検討していきたいと考えております。 

  それから、農業につきましては、厳しい環境下において、現状を維持しながら

担い手が育つ環境づくりを進めていくことが、最も重要なテーマであると思って

います。２年前から人と農地の問題を解決すべく、集落座談会を通じて今後の農

村環境について話合いのきっかけづくりを行いながら、集落ごとの「人・農地プ

ラン」の策定を支援しています。 

  これまでに、１３の集落でプランを策定し、少しずつではありますが効果が表

れ始めているところでありまして、手間がかかる取組ではありますけども関係機

関と連携しながら、引き続き粘り強く取り組んでいきたいというふうに思ってい

ます。 

  今年度から、本町におけるスマート農業の導入の方向性について、ＪＡの智頭

米生産部会の皆さんと検討を進めているところです。まずは、生産者の大きな悩

みである農地法面の除草作業の省力化に向け、リモコン式除草機の実演を行いな

がら、これを利用していくための仕組みづくりの可能性を検討していきたいとい

うふうに思っております。 
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  商工業振興は、商工会との連携が必須だと思います。特に新型コロナウイルス

により、町の経済活動も停滞しています。今回、第２次臨時交付金の額が決定し

ましたので、この状況を打破するため、商工会と情報共有を図りながら事業者の

ニーズを把握を行って、出てきた要望に対し迅速にお応えできるよう取り組んで

まいります。 

  また、賛同を得られた町内中小企業とともに「特定地域づくり事業協同組合」

の設立を目指し、町内中小企業者との連携を図りながら、地域全体の仕事を組み

合わせて年間を通じた仕事の創出、一定の給与水準を確保しつつ、安定した雇用

の確保を目指します。 

  以上であります。 

○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  まず最初に林業のところですが、先ほど答弁いただきまし

た、若手の担い手の皆さんから意見交換等々されていてというお話がありました

が、まず私どもも一応意見交換をさせてもらう中で、「研修に行った場合に仕事

ができないので、お金が入ってこないからなかなか研修に行けない」とか、「初

期投資の機械の部分で経費がかさむのでなかなか初期投資できない」、昨日補正

のほうで１つ予算が削られていましたが、すげ替えでしょうけど、そういったこ

とがあったりしてなかなか、本当に皆さんやる気がある林業家の担い手の皆さん

いらっしゃいます。 

  そういった中で、所管の課も踏まえた中で膝を交えて本当に何が課題なのかと

いうことをやっていただき、基幹産業である林業をもう少し強化していただきた

いと思いますが、いま一度意見をお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  行政がどこまでできるか、この辺についてはなかなか難し

いところがあります。ただ、そういったやる気のある若者たちを底上げし基盤を

固めていく、これは行政にとっても大事なことだというふうには思っています。

どこまでできるかは分かりませんけども、再度その方々との話合いの中で、でき

る限りのことはやっていきたいというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  その言葉を頂きましたので、膝を交えて本当に前向きに、

町ができることをやってあげていただけたらと思いますので、はい。 



－９－ 

  農業の部分ですけども、昨年私どもも新潟のほうに視察に行きました。堆肥の

製造をするのに、牛ふんの堆肥と生ごみをまぜた大規模な堆肥をつくる製造の工

場を拝見しました。この智頭町においても畜産和牛だけではないんですが、畜産

家の方が少しずつ増えてきています。そういった中で、当然ふん尿の問題が出て

くると思います。それをどういうふうに処理するかということと、それをどう利

活用するかということが課題としてあると思います。 

  私が思いますのに、やはりそういった生産的な設備を個人の方がなかなかやる

というわけにもいきませんし、協同組合でやるというのもなかなか難しいかも分

かりませんが、そういった施設が出来上がって堆肥として利活用できれば、例え

ばですが、有機栽培のお米をつくったりして、今でも智頭にブランド米がありま

すが、さらなるブランド化を図り就農者を増やすとか、そのことによって生産者

が増えていくというのも１つの策だと思いますので、においとか公害の問題もあ

りますので、町中とか近郊になかなかつくるということは難しいと思いますが、

そういったものが出来上がっていけば、一つの農業としての先駆的なものが出来

上がるのではなかろうかと思いますが、いかがお考えですか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  その話題につきましては、畜産部会とも話をした過去、そ

ういったことがありますが、やはり畜産部会としてのまとまりがいまひとつでき

ていなかったという状況がありまして、話が成就しなかったということがありま

す。ただ、それで放るわけではなくて、また、新たな後継者等々が出てこられて

いると思います。 

  そういった方々とも再度話をしながら、できるならばそういった施設をつくっ

ていきたいですけども、先ほど言われていましたように場所のことがあります。

民家に近いところでは、やはり迷惑施設みたいなことになっていますので、苦情

が出る可能性が高いとは思っています。ですので、そういった立地条件が合う場

所があれば、もろもろの条件が整えばできるというふうには思っていますが、こ

れもなかなか結果は出しにくいのかなと、今の状況ではそういうふうに考えてい

ます。 

○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  先般より、私もいろんな案件で智頭町を回らせてもらいま

して、非常に棚田とかいろいろ田んぼ、美しい田園風景がありまして、休耕田が
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増えるというのは何か寂しい気持ちがするので、なるべく休耕田を増やさない、

先ほど申しましたが、牛を飼うとか、それの堆肥の利活用だけではなく、なるべ

く休耕田がない美しい棚田、田園風景がつくれる環境をつくっていただきたいと

思いますが、どのようにお考えですか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  棚田につきましては、確かに見栄えよくていいんでしょう

けども、作業効率がすこぶる悪いという難点もあります。それで棚田の状況は、

みめ麗しいというふうに思われる方々もありましょうし、実際作業される方につ

いてはとっても大変だというふうには思っています。 

  ただ、休耕田をという位置づけでいけば、それを荒らすとかほったらかしにす

るということはないように、農業委員会も新たに人員が刷新されて新しい皆様方

が出てこられます。そういった方々とも話をしながら農地の保全、利活用、そう

いったものを協議していければというふうに思っています。 

○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  ひとつ検討事項の中に加えていただけたらと思いますので

お願いします。 

  商工業部分ですが、商工というか観光に入っちゃうのかも分かりませんが、前

町長のときに私が質問させてもらいました。因幡街道ふるさと振興財団と観光協

会を、１つの法人にしたらどうかというような具体的なことも述べさせてもらい

ましたが、非常に今、商工会の中の町中の商店街が非常に寂しい状態があったり

して、ここを移住定住の部分の施設に使うのも考えかなと思いますけども、観光

の部分ですけども、今回のコロナ禍のところでなかなか難しいと思いますけども、

石谷家住宅のほうも大屋根を改修するようなことが控えているようなこともお聞

きしていますし、なかなか大変かと思いますけども、商工業の部分でもう少しに

ぎわいが持てるようなことをやっていただけたらと思います。よろしくお願いし

たいと思います。 

  次に、公共交通についてです。今後、公共交通の在り方を見直し、本町の実情

を見据える中で問題・課題を抽出しながら、まちの動きとして共助交通の実証実

験を行うことや、告知端末による公共交通検索、予約システム、住民自治力を生

かした運用などの取組が行われようとしています。現状の移動手段の見直しや、

実情に合わせたシステムづくりは喫緊の課題と認識しております。 
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  公共交通での通院やミニデイ会場への輸送、買物困難者のための買物支援策、

取組など、今後も必要性が増す公共交通システムですが、あくまで個人的な考え

になるかも分かりませんが、広義的な意味でいえば、包括支援システムの一部と

捉えています。以前にスクールバスなどを今後は考えるべきではないかという質

問をさせていただいた際に、当時教育長は「現在のところは考えていない」と答

弁を受けたのを記憶していますが、今後はスクールバスはもとより、バス停まで

出ることも困難な方々が現実にいらっしゃいます。枝線やドアツードアなど、移

動が困難な高齢者の方が増加しつつある中で、金兒町長はどのようなお考えをお

持ちかお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  議員もご存じだと思いますけども、本年３月に智頭町地域

公共交通計画というものを策定しました。目指す姿は、「全ての人に寄り添える

交通体系の構築」というものであります。このために、定時定路線のコミュニテ

ィバスから、玄関までの送迎を可能にするドアツードア型のデマンド運行へのシ

フトを目指しているところであります。 

  この実現に向けて、交通運行体系では町民、事業者、行政が連携して、共助交

通を可能とする交通運行体系の見直し、そして新たな組織の可能性についても検

討します。課題である運転手確保においては、本町の強みでもあり地域特性でも

ある地区振興協議会、先ほど言われましたけども、こういったものの協力も得る

ことはもちろんですけども、先ほど少し答弁をさせてもらいましたけども、特定

地域づくり事業協同組合を活用することで、人材確保が可能となるというふうに

考えています。 

  また、スマートフォンやタブレット、次世代の告知端末等を活用したデマンド

運行システム、これの構築を図っていきたいというふうに思っています。体制構

築について様々な課題が出てくると思います。議会の皆様方とも情報を共有しな

がら持続可能な智頭らしい、こういった交通体系を目指していきたいとは思って

います。先ほど言われましたような、スクールバス等も考えていかなきゃいけな

い時代になってきたかなとは思っております。 

○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  以前は皆さんがお元気で基幹線のところの本線まで、５３

号線とかそういうところまで出て、バス停でバスに乗るということが可能だった
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んですが、先ほども申し上げましたように智頭のまちにも幾らか枝の谷があって、

本当にその大きい道のバス停まで出るということが困難な方がたくさんいらっし

ゃいます。公助とかいろんなことを言われますが、最近になれば近助も必要だろ

うというふうに思っています。 

  そういった中で、本当に市内のほうとかのところで限られた地区ですが、公共

交通が見直されて、枝線のほうにはこまい、ちっちゃいバスが入って、それを基

幹的なこのところに集めて、そこから今度は智頭線から市立病院のほうまで行っ

て、それから駅まで行くというような大きいバスを走らせて、枝のほうが完全に

フォローされているような地区が何か所か見受けられますので、我々もそういっ

たことを勉強しながら、また今度、議会報告会で皆さんとの意見交換会もそうい

ったことも踏まえてやろうかなというふうに思っていますが、やはり枝線を走ら

せると今度はスクールバスというか、通学時の非常に多いところが那岐とかあり

ますが、そういったところのことも踏まえていくと小さいバスだけというふうに

はならないんですが、相対的に合わせていただいて、スムーズに皆さんが移動で

きる手段というのを考えていただきたいというふうに思いますけど、そこら辺は

いかがですか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  言われましたように、やはり考える中では利用人員の多寡

とか、それから頻度とか、そういったことも合わせながらやっていかないと、た

だ単に車を走らせればいいということではなくて、小さいところは小さい小回り

のきく、そして集まられる場所については多少なりとも大きな車を使うと、その

辺のところは臨機応変に考えていきたい、そういうふうに対応していかないと駄

目だなというふうには思っています。 

○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  以前、企画のほうから説明がありまして、２年後ぐらいに

は告知端末を入替えして、それを活用したバスの運行システムをやっていくとい

うようなお話を聞きました。２年を待たずに実証実験も行われるようですけども、

どこで行われるかは別として地区に合った、この智頭町に合った公共交通の在り

方というものを考えていく中で、やはり夕方から先のタクシーもないというよう

なこともあったりしますし、なかなか苦慮しているところがありますけども、民

間は民間でやられることで利益、経営のことがありますので、町がどうこうしろ
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という話にはならないと思いますけども、他を見れば、やたら今、因美線が大雨

が降ったりどうこうしたらすぐ止まるような状態があります。そういったところ

を聞けば、緊急避難的な大きいすぎっ子バスの必要性もあると思いますけども、

そういった災害時のことも踏まえながら、どのように取り組んでいかれるのか、

少しだけもし意見があればお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど言われました告知端末の更新、これに合わせてそう

いったシステムがとれればということで取り組んでいるところです。これは告知

端末の更新をするのに多大なる経費がかかります。これをいかにして補助事業と

いうものにもっていくか、ここら辺のところも勘案しながら機能を、デマンド形

態をいかにこの告知端末の中に導入できるか、こういったことも含めて今、検討

しているところですので、いましばらくお待ちいただきたいというふうには思い

ます。 

  そういったことが解消すれば、ＪＲであるとかいうことでもなくて、智頭町全

部の包括したシステムができるのではないかというふうに思っております。 

○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  前向きに検討していただきたいと思います。先ほどの質問

の中で、冒頭のほうに述べさせてもらいましたが、地域包括ケアシステムという

中で、広義的にやはり公共交通も当然含まれます。当然地区のほうの隅々のほう

の方が病院に通われる通い方とか、こういったことも１つの起点となっている智

頭病院に通う便利さができれば、仮にですけども病院のほうの通院される方が増

えるとか、いろんな意味で包括的に公共交通だけではなくて医療・福祉、全般に

からめていただいて、その中で先ほども申しましたけども、買物難民の方のため

の支援として移動販売とかも行っていますし、移動販売でなかなか買えない方も

いらっしゃれば、病院出たついでに利便よく買物して帰れるような仕組みとか、

様々なことが考えられますので、所管の課と相談しながら前に進めていただきた

いと思います、いかがでしょう。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  言われましたように、地域包括ケアシステムというのは医

療や介護ばかりではなくて、住居であるとか交通であるとか、そういったものも

含まれておりますので、一体的に考えていきたいというふうに思います。 
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○議長（大河原昭洋）  河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  検討のほどよろしくお願いします。冒頭申し上げましたが、

長きにわたる行政キャリアを駆使して、これから本当の意味で、いろんな片づけ

ることの事案がいっぱい金兒町長にはおありと思います。箱物の解体とか利活用

とか、様々な問題が、多岐にわたる対応が求められると感じているところであり

ます。金兒町長のご活躍を祈念して質問を終わります。 

○議長（大河原昭洋）  以上で、河村仁志議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で９時４０分とします。 

休 憩 午前 ９時３４分 

再 開 午前 ９時４０分 

○議長（大河原昭洋）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、谷口雅人議員の質問を許します。 

  ８番、谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  議長のお許しをいただき、通告済みの質問を行います。冒

頭、金兒町長におかれましては、先の町長選に初出馬、ご当選おめでとうござい

ます。期待された豊富な行政経験を最大限に生かされることを強く望むものであ

ります。 

  現下の状況は、１人、智頭町にとどまらず、大きくは全世界が直面している新

型コロナウイルス感染症拡大に伴う、戦後最大の危機といわれる未曽有の状況に

あります。大胆かつ迅速な行政運営が求められております。 

  まず、コロナ禍の町内経済対策について伺います。消費者対策と事業者対策を

並行して行う必要性を感じます。消費対策については、国の特別定額給付金に代

表される生活基盤の底入れ、消費志向の回復など一定の効果を生じています。加

えて、智頭町では前町長の施策として町民１人当たり５，０００円相当の地域通

貨杉小判は、町民の物理的・心理的な回復感・安心感を実感しています。 

  事業者対策についても国の持続化給付金、まちの給付金と、消費対策同様一定

の効果が認められます。これは、国の給付金、まちの事業者対策、杉小判による

消費者対策等スピード感が効果を押し上げたと感じます。今後の対策についてど

う考えているか、町長のご所見を伺います。 

  以下、質問席にて行います。 
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○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  コロナ禍の町内経済対策ということについてのご質問でご

ざいます。 

  新型コロナウイルスにより、町内の経済活動も停滞し、様々な業種に影響を及

ぼしております。議員のご指摘のとおり、消費対策と事業者対策を並行して行う

必要があると思っています。先ほど言われましたけども、早い段階でまずは町内

事業所支援を実施するために中小企業支援として、収益減少や今後収益の減少が

見込まれる中小企業に対し一律１０万円の支給について、スピード感のある制度

設計を行い、議会の皆様方にもご理解いただき、商工会との連携を図ったことで

町内中小企業の方へ行き届いておると思っています。 

  また、消費者対策としては杉小判を活用した、こういった支援を全町民に対し

て実施したことで、町内の経済対策の一助になっているということで、この維持

にも貢献できていると自負しております。 

  今後の支援対策ということでございますけども、せんだっての２次交付金の決

定がありました。消費者及び事業者に対して、どんな支援がどこに必要なのかと

いうこと、こういったことを見極めるために、関係機関と連携しながらこの２次

の交付金を活用というものを進めていきたいと思っています。今、それぞれ担当

課で検討を行っているところでございます。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  認識的には共有しているというふうに実感をしました。私

の耳に入ってくることの多くの部分が、この智頭町はやはり他のまちと違って早

かったということが耳に入ってきます。金額の大きい小さいといったことについ

ては、これは議論はいろいろあろうかと思いますけれども、やはりまちはちゃん

と町民、まちの経済、企業等見ていますよという、その安心感というものは非常

に行政から発信する力としては大きいものであろうと思いますし、それを受け止

める町民にとっては、これは大事な部分であろうというふうに思っております。

これはもうまちだけがする、民間だけがするというようなものでは決してない、

域を超えたものであろうというふうに思っております。 

  かつて、我々が経験した危機の中にリーマンショックと、それより前にドルシ

ョックとかというものがあったわけですけれども、これは国策主導でなければで
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きない部分もありました。しかし、町内の町民が、また、まち独自がやればでき

るというのは町の経済対策であろうというふうに思っております。そこに町民の

合意がたんすの中に眠っている預金を引っ張り出してでも、やはりこのまちの経

済を動かしてやろうではないかという心意気に燃える人たちがどれだけ多くいる

か、いないか、全てそこにかかっている、マインドの部分というのがかなり大き

いというふうに私は思っております。 

  ３月の一般質問の中にも少し入れさせていただきましたけれども、東日本の震

災を経験された経験というよりは、当時の経済状況を経験された飲食店の方がは

っきり言っておられました。「当時の比ではない」と。あの当時の落ち込みも大

きかったけど、あの当時の比ではないということを３月の時点でもう既に言って

おられたということを考えると、今、テイクアウトという形の中で協力という形

の中でしかできない部分があるんですけれども、やはりまちの経済はまちのお金

で町民のお金も含めて回すという基本的な部分を、やはり大きく回していくよう

にしなければ、これは国がどれだけ言ってもなかなか信じてもらえない。あの人

の顔が見えなければ、やはり今日の実感がないというような町民生活との実感と

いうものの形に持っていかなければ、私はならないというふうに思っております。 

  町長、その辺のところどのようにお考えでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほどの質問の答弁させてもらったんですけども、できる

ことは早く住民の方にもっていきたい。スピード感がやはり大事だと思っていま

す。そして、次の質問のほうにも関連してくるかも分かりませんけども、第２次

の給付の金額も決まって、かなり多くの金額がきています。その使用については

自治体に任せると言いながら、ただし書がたくさんついているわけです。これは、

これは、これは、というのがあって、これは駄目だよというパターンがある。そ

れをこの２億４，０００万円という大きな数字なんですけども、この数字の金額

をいかに町民の方に全額使ってもらえるかということを考えています。 

  ですので、使えないから駄目だよということではなくて、使える分野に使える

ことを目的とした事業なり施策を行っていくというふうに思っていますので、今

回の定例会ではお示しできませんけども、早ければ臨時ということになるかも分

かりませんし、９月の定例会になるかも分かりません。こういったことをいち早

くできる施策を考えておりますので、その辺のところも理解していただけたらと
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いうふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  早さというものと、しっかりと検討するということのジレ

ンマの部分もありますけれども、大事な部分であろうというふうに思っておりま

す。 

  私は、このコロナ対策の部分の中で大事にしなければならないのは、体質の改

善であろうというふうに思っております。災いを転じて福となすという体質の改

善を図らなければ、２波、３波ときた場合、同じことで右往左往するということ

に現実にはなるわけです。体質の改善を国のほうも求めております。 

  やはり、こういった大きな荒波に強い体質、企業の雇用体制もそうだと思いま

すし、事業者の配置等も含めて様々な部分に必要性を感じるわけですが、そうい

ったことに対して国はしっかりとすると口では言っておるわけですけれども、ま

ちとして企業のほうにそういった部分をしっかりとまちと一緒に考えていきまし

ょうやと、まちの雇用を何としても守っていただきたいと、この姿勢なくして実

は生活の基盤安定等もあり得ないわけですので、私はそこの部分を今回あえて災

い転じて福となすという言葉で語らせていただいておりますけども、やはりまち

の経済の体質の改善というものは何としても、どれだけできるか分かりませんが、

可能な限り今までよりは強いものにしていくという姿勢を持っていただきたいと

思いますが、町長その辺のところ。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今、谷口議員が言われたような話は実際に起こり得ること

だと思っています。実際、国のほうから出ている言葉の中に「新しい生活様式

を」という言葉があります。これは、今までの生活様式ではこれからのコロナ禍

は耐えられないんだよということで、いろいろ３密を避けるであるとか、会合は

どうやってするか、ああするか、食事はこういうふうにしましょうとか、という

ようなやり方があります。 

  そういったことを、この新しい生活様式を住民の皆様方だけではなくて、企業

なり、そういった智頭町ばかりじゃないかもしれませんけども、せめて智頭町の

中でも企業その他そういった組織がこれまでとは違う形態の生活、企業組織にな

るんだよ、個人の生活も変わってくるんだよというような考えを持っていただけ

るような周知ですか、そういったものをやっていきたいというふうに思っていま
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す。 

○議長（大河原昭洋）  谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  智頭町におきまして、かつて観光客が多く来ていただいた

ときに語られておりましたことの中に、智頭町には何が不足しておりますかとい

うことの中で、圧倒的に食べるところがないという飲食店の不足というものを指

摘をされておりました。その後、あちこちで飲食店を新しく営まれる、また、新

しいスタイルの営業をもって飲食を提供される形のお店が出てきました。 

  がしかし、この状況ですので非常に手痛い打撃を被っておられるということの

中で、やはりこの辺りのところも含めて事業者さんとまちとが、これはもう一体

に協議をする形の中でぜひこの新しくできた飲食、それからまた宿泊を伴う部分

も少しずつ育ちつつあったわけですけれども、そういった部分についてやはり失

うことなく、これを機にまた体質改善の中でこういうサービス、提供ができるよ

うになりましたよという発信力を持っていただきたいというふうに思っておりま

す。 

  実は、コロナに関する限りの部分といいますのは、これから私以降、全議員が

どこそこの文言にコロナが入っております。といいますと、私が掘り下げ過ぎま

すと、議員活動妨害というふうになる可能性もありますので、このコロナに関す

る部分というのは一応ここで、私としては今定例会ではとりとさせていただきま

すけれども、これはやはり継続的な施策を要することと同時に、議会もやはり継

続的に質問をしていくということですので、これは一発回答、これで１００％解

決ということになり得ることではないということを前提に、ここは１つの区切り

とさせていただきます。 

  次に、日本１／０村おこし運動の今後について伺います。この事業、通称ゼロ

イチは智頭町が全国に発信した地域おこしの事業として、智頭町の看板事業の１

つであります。総務大臣表彰を受賞するなど大きな成果と注目を挙げてきました。

しかしながら、スタートから２４年を経過し、近年色あせを感じます。町長の施

政方針にも本事業に触れておられますが、具体的にはどう考えておられるかご所

見を伺います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  日本１／０村おこし運動ということについての質問であり

ます。 
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  日本１／０村おこし運動は、本町が住民自治を進める最も基礎となる事業であ

ります。スタートからこうやって年がたっております。ただ、それに伴い高齢者

問題などの課題もきております。２０年以上にわたって住民自治の推進の方針を

変えずに、終始一貫して事業を継続することは容易なことではなく、これまで築

き上げていただいた方々の功績をたたえるべきものだというふうにも考えており

ます。 

  現在では集落から地区へ移行し、その地区活動も地区振興協議会の法人格を取

得する協議会が出てくるなど、住民主体のまちづくりの実現に着実に前進してい

るものというふうに感じています。さらに、この活動が持続可能な取組であると

認められまして、ＳＤＧｓ未来都市に選定されたことは、世界的にも通用する取

組だということになり、大きな自信にもつながっていくというふうに思っていま

す。 

  人口減少下において、住民自治の推進は難しくなることが予想されております。

しかしながら、これまでの実績や培ってきたノウハウを生かしてそれぞれの地区

が、これまで以上に自分たちの村や地区を維持するために何が必要なのかという、

こういった議論を重ねることで、できる環境づくりやアイデアを生かした活動に

対して、縁の下の力持ちとして行政の役割を果たしながら、この取組を継続支援

していくことが、私の公約でもある「住民満足度の高いまちづくり」これの実現

に資するものだというふうに信じているところであります。 

○議長（大河原昭洋）  谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  この件については、寺谷町長在職中に以前同様の質問をさ

せていただきました。あえてこの同種の質問を新町長にするということの意義に

ついては、ご理解をいただいておるというふうに思っております。やはりまちの

立ち位置として看板事業というものは必要でありますし、それで培ったノウハウ

という言葉も今出てきましたが、これこそがまちの蓄積した実績であり力である

というふうに思うわけであります。 

  かつて１６の集落が取り組みましたこの事業に、集落振興協議会という形の中

でやってきたことが１０年間の補助期間を終了して、私は認識としてはこの１０

年間は助走期間であるというふうに認識をしております。この１０年間の助走期

間を経て、高速道路でいうならば助走路から本線に出て後続の車、並走する車と

同様に迷惑をかけず、あるいは独自の方向で走っていくということができるとい
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うふうに思うわけです。それ自体が大きい集落であれ、小さい集落であれ、同様

の意思をもって行えば、連携ができるということがこのゼロイチの私は強みだと

思っております。 

  実は集落というのは、かつて歴史の中に対立と足の引っ張り合いの中でお互い

が生きていたというようなことを実感しておるわけですけれども、ゼロイチは実

に連携ということの中で大きく地域をまとめ上げるという機能を持っておるとい

うことを実感をした人間の１人でございます。その意味からしますと画期的であ

ることはもとより、これがなくして智頭町の今はなかったというふうに思ってお

るところです。 

  空き校舎の利活用等も含めましてですが、そういったことにとどまらず前の河

村議員の質問にもありましたように、新交通システムをつくるのについての振興

協議会に求められる理想像というものも意識されておられるというわけですので、

そこの部分というのをしっかりと町長には押し出していただいた中で発信をして

いただきたいと。 

  私はここでひとつ提案をするんですけれども、かつて取り組まれた集落にもう

一度お声がけをする形の中で、いま一度光り輝くものを持っていただきたい。あ

るいはいま一度連携の力を強めていただきたい。こういった取組というものは私

としては今、可能であろうかと思うわけですが、いかがでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  かつて集落ゼロイチをしたところの声かけということであ

りますが、現状今でも集落ゼロイチは継続しておられるところも多々あります。

しぼんだところもあるようには聞いていますけども、ただその声をかけることは、

声をかけていくことは容易にできるだろうとは思いますけども、その活動を復活

できるかというのはなかなか難しいのかなと。一旦しぼんでしまった風船を膨ら

ますというのは難しいのかなとは思っています。 

  ただ、そういった中で、この集落ゼロイチから地区ゼロイチへの発展型という

ことです。ですので、地区の振興協議会は地域の活力の源だというふうに思って

いますし、先ほど出ました学校の利活用の組織も同じで、やはり使えなくなった

小学校を地区の拠点として、活動の拠点として使っていただくことが地区の振興

にもつながっていくものだと思っています。そういったつながりをもっていけば、

あえてその声かけを行わなくても、今現在活動しておられる方が地区の拠点にお
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り、その地区の拠点で活動し、地域の振興につながる、この姿が本来智頭町が願

っていたゼロイチの根本だというふうに思います。 

  ですので、先ほど言われましたような集落ゼロイチの声かけ、それは簡単には

できますけども、それをなす意味をどこにあるのか、少し私としては理解がちょ

っと及ばないというふうに思っています。 

○議長（大河原昭洋）  谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  町長がずっと寺谷町長の時代にやってこられたことの中で

は、ちょっと節目というものはつくりにくかったかというふうに思うわけです。

ここの部分というのは、町長が交代されたということの中でのかつてのノウハウ

を私が、町長に就任したときをもってしていま一度お借りしたいという形の中で、

そういう提案という折に響かない集落はそうそうはないんだろうというふうに私

は思っております。力の再結集は、やはり何でもないときに言ってもなかなか響

かないんですが、そういった大きな節目の時点では効果的に発信し、あるいはま

た大きく響く形の中で受け止められるというふうに思っております。 

  前町長の名前が次々と出てきて恐縮なんではありますが、前町長８年前であっ

たかと思いますが、就任されてから全町幹部を引き連れて、当然金兒町長も当時

同席されたわけです。全集落を回られて自分の思うまちづくり、そして町民の今

の現状を把握するためにそういったことをされたわけですが、それをしろとは言

っておらんわけですけども、そういったことの中でそういった様々な町長自身の

提案をしてこられた経緯があります。 

  やはり私もしろとは強要しませんけれども、そういう形の一つの中でこの集落

ゼロイチの見直しと再構築、それから地区振興協議会、これも補助期間はいざな

ぎ振興協議会が本年度末をもって、また富沢地区振が来年度末をもってと、間違

っていなければそうであろうかと思っております。そこを考えますと、やはり振

興協議会のありようも少しずつ変化をしてくる、ここでひとつ仕切り直し、ある

いはリニューアルというものがあってしかるべきであろうというふうに思います。

いま一度その辺のところはどうでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  谷口議員の考え方はよく理解させてもらいました。地区振

興協議会の発展型といいますか、先ほどの答えの中でも少し言いましたけども、

１つの地区振興協議会がこのたび法人格を取得して一般社団法人ということにな
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ります。そういったことに移行して本来のゼロイチの意味合いである地域経営、

自分たちの経営、そういったものに携わっていくんだろうと思っています。 

  ですので、それを行政のほうからしなさいではなくて、地区の皆さん方が考え

て、じゃあこの地区振興協議会は今のままじゃ駄目なんだから独り立ちするよと、

そういう意識をもってやるよと、それを目指しておったところに１つの地域がそ

れができたと、できるなのかな、そういうふうになりました。ですので、出来得

るならば、まちの考え方として、私の考え方としては、残りの地区振興協議会も

そういった体系にとってもらえればというふうに思っています。その辺の後押し

としては、協議をしていきたいというふうには思っています。 

○議長（大河原昭洋）  谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  ご理解をいただけたというふうに認識をします。ゼロイチ

という概念を発想された方というのは、ゼロから、無から有を生むんだという発

想の中であって、現実ゼロではないわけでして、蓄積ノウハウを持っておるとい

う部分からすれば、ゼロからの立ち上がりではなく何らかの評価できる数字の幾

らかの部分の上からのさらなる飛躍というふうに、私は捉えております。それこ

そがまちの歴史であり、まちが今まで投資してきたことが生かされた形の中で、

これから先をつくり上げていくというものだろうというふうに思っております。 

  この１６集落の取組と各地区振興協議会の取組というものは、それなくして今

の智頭町は、私はないというふうに思っておるぐらい評価をするものであります。

これから先のまちの中には、町民との協働のまちづくりには必須のものであると

いうふうに感じております。これが２５年たとうと３０年たとうと、変えてはな

らないまちと住民との協働の姿勢というものの、大きな智頭町独自にもっておる

システムであるというふうに思っておりますので、ぜひこのことに対してはコロ

ナでもうあっちのほうに目が行き、執行部もそっちのほうにとられておるかもし

れませんけれども、これ以上もしくは同等に大事なことであると。 

  どの行政課題も順番をつけるのは難しいんですけれども、それぐらいまちづく

り、まちおこしというものは大事なことであるというふうに思っております。私

は一番大事なのは何なのかと、そこに今、生きている町民が、またこれから生ま

れてくる次の世代が誇りをもって、このまちに定住できる環境をどうやってつく

り上げるか、それに私は尽きると思っております。誇りなくして縛りつけられた

形の中で、このまちに住まうというのは言葉はきついですけど奴隷のような存在
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に、私は町民がなってはならんと。やはり、ここに誇りをもって住める、誇りを

もって智頭町民であるということを他の市町、県に行っても語れる存在として智

頭町はやっていきたいと、いま一度町長の決意をお伺いしたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  谷口議員言われるとおりでありまして、私の基本的な考え

方として、智頭町のまちづくりの根本はこの１／０村おこし運動だというふうに

思っています。それを強化していく、これは否やはないところであります。 

  それともう一つ、智頭町に誇りを持つ。これを言われましたけども、これが一

番大事なことだと思います。智頭町で生まれた子どもが育って外に出ていく、飛

び立っていく。飛び立って行ってほしいのではないですけども、どうしても個人

の思い、それから家庭の思い、いろんなことが相まって智頭町に残らず外に飛び

立っていく、こういった子どもたちがたくさんいるわけです。その子どもたちが

「どこで生まれたの」、「どこで育ったの」と言われたときに「智頭町で生まれ

たんだよ、智頭町で育ったんだ」と。「智頭町はこれだけ自慢のできるまちなん

だ」ということが言えるような子ども、そういった子どもを育てていくというこ

とが私の基本的な理念にありますので、そういった子どもたちを育てられるまち、

そこに住んでいる人間がそういう子どもたちを育てていくんだという気概をもっ

て、行政にも携わっていきたいというふうに思っています。 

○議長（大河原昭洋）  谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  基本的認識は共有しておるということを前提に、このシス

テムを持っておる唯一のまちであるということを武器に、このまちづくりを邁進

して金兒町政の目玉の１つとして生かしていただければというふうに求めまして、

強く求めまして質問を終わりたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  以上で、谷口雅人議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で１０時２５分とさせていただきます。 

休 憩 午前１０時１１分 

再 開 午前１０時２５分 

○議長（大河原昭洋）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、安道泰治議員の質問を許します。 

  ３番、安道泰治議員。 
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○３番（安道泰治）  まず初めに金兒町長におかれましては、６月の選挙におい

て当選され、誠におめでとうございます。選挙期間中の演説やテレビのインタビ

ューなど撮影されておりました、智頭町に住んでよかったと町民が思うような一

人一人の人生に寄り添ったまちづくりを、町民・議会とともにつくっていただき

たいと願うところであります。 

  それでは、議長の許可をいただきましたので、あらかじめ通告済みの２件に関

して質問をいたします。 

  まず、１つ目の質問ですが、世界じゅうで多くの死者や感染者を出し、人類か

ら産業・経済・教育など日常の生活を奪った新型コロナウイルス感染症ですが、

６月には各地で緊急事態宣言が解除されました。鳥取県においては３名の感染者

が出ましたが、全ての方が退院され、自治体や県民の努力により、その後の感染

者の報告もつい先日までございませんでした。 

  しかし、残念なことに７月２日に鳥取市で感染者が出たと報道がありました。

そして、間もなく第２波がやってくると専門家の間でも言われております。本町

の町民も自粛や自宅待機などで不便をしたり、商店や産業・工業・経済はぼろぼ

ろになっておりますが、商工会を窓口としての個人事業主や法人などに智頭町独

自の１０万円の企業支援金の配布、そして杉小判の１人当たり５，０００円の配

布などの施策がなされております。 

  各市町村の中でも素早い対応で、住民目線に立った住民のための補助制度を迅

速に創設されたと思います。特に、一番打撃を受けていると思われる宿泊や飲食

業についての支援策の１つである「智頭エール飯」は、観光協会・商工会・行政

が一体となり、持ち帰り弁当をつくったことのないお店なども参加して、この危

機を乗り越えようとする大変いい企画だと私は思っております。しかしながら、

私はまだまだ支援策は足りていないと思っておりますが、町長は次なる段階の一

手をどのように考えておられるのか、お聞かせください。 

  なお、以下の質問は質問席で行います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  安道議員の新型コロナウイルスに対処する施策についてと

いうことで、次なる対策をどういうふうに考えているかという質問でございます。 

  新型コロナウイルスは、本町でも経済活動において様々な業種に影響を与え、

その対策として、谷口議員にもお答えしましたが、町内中小企業支援や個人消費
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を促進する支援を実施したところであります。次なる支援については、関係者か

らの今、ヒアリングを行っておるところでございます。先ほどもお答えしました

２次の交付金が２億４，０００万円、智頭町にはきております。これをどういう

ふうに使用するか、どういうふうにまちの人たち、企業も含めたそういった人た

ちに還元するか、こういったことを今、職員と関係機関の間でのヒアリングを行

いながらやっているところでございます。 

  基本的には、国の支援が行き届かない部分、こういったことにきちんとやって

いこうというふうに思っていますけども、まだ少し時間を頂きたいというふうに

考えております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  先ほど谷口議員のときに述べられた答弁でございますけれ

ども、第２次交付金については関係各課と連携して模索されているということで

ございます。 

  ついこの間です、町長、商工会との意見交換会というものを総務常任委員会の

ほうでやりました。その中で、５０％以下の売上げが下がった業者さんには国の

ほうから個人で１００万円、法人で２００万円という支援金があるということで

ございますけども、申請はしているけれどもいまだにそれが届いていないという

ふうなことも聞いておりますし、その中で話が出ていたのが、５０％以上減にな

っているということですと、普通私も商売しているもんですから、多分つぶれて

います、普通でいけば。そう思うことでいろいろ聞いてみましたところ、私が思

うのはその第２次交付金を１０％、２０％、４０％ぐらいまで、何にもそこに支

援を受けられない、この業者さんに２次の交付金については考えていただきたい

と思うところでございますが、町長どうでしょう。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  その話は少し聞き及んではおります。ただ、先ほども言い

ましたように国の制度に届かない部分を、いかにしてまちで届けさせるかという

ことが一番肝要であります。先ほど申しましたけどもこの２億４，０００万円、

これは使っては駄目よというくくりはあるのも確かなんです。できるものであれ

ば、これが例えば先ほど安道議員が言われたように２０％がいいのか、３０％が

いいのか、４０％がいいのか、それはいろいろ段階を踏んだ在り方があると思い
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ます。それは、パーセンテージで切るのか、金額で切るのか、こういったことも

多種多様なやり方があるんだろうと思います。これを使ってもいいよということ

は断言できることが確証が得られたなら、そういった方々にはまちの独自のやり

方として助成というものをやっていきたいというふうには思っています。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  国のほうからそういういろいろな制限があるということで

ございますけれども、そこは４０年間行政に携わってこられた町長は、フル回転

させられて幹部の方々といろいろなことを考えられて、ぜひともやっていただき

たいというふうに私思います。コロナに関しては、先ほど同僚議員のほうからも

ありましたように余り深くつくと後ろにもずっと、午後からもいっぱいコロナが

ありますので私もこのぐらいで次の質問というか、次に、私はコロナのワクチン

についてお尋ねしたいと思います。 

  ６月末には世界で感染者は１日最多の１５万人を突破し、総数は１，０００万

人を超え、死者は５０万人に達しました。そして、ワクチン開発に取り組んでい

る会社は世界で１４８社ありますが、日本でも大阪大学のＤＮＡワクチンやＢＣ

Ｇワクチンの組み換えなど、各研究チームが様々な研究を行っております。が、

世界では臨床実験まで進んでいるのは６月末で１７種類あると聞いております。

タイのチュラコンロン大学やイギリスのアストロゼネカなど治験に入ると言われ、

日本でも大阪バイオ製薬会社のアンジェスが来春の実用化を目指しているとのこ

とでございます。 

  ワクチンが認証されたなら、町民の安心安全のため早急に接種すべきと考えま

すが、まだ認証されたところはございませんけれども、こういうワクチンについ

ての町長の考えをちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  新型コロナウイルス感染症に対するワクチンの開発につい

て、先ほど言われましたように全国各国で取り組んでおられることはご周知のと

おりであります。ただ、ワクチンの接種につきましては、法律及びガイドライン

等、国の指導に基づいて実施するものでありまして、接種ができる状況が整えば、

早急にでも取り組んでいきたいというふうに思います。 

  ただ、先ほども言われましたように臨床実験を今、ずっとしております。これ

は１週間や２週間で多分臨床実験というのはできるものではないので、いましば
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らくかかるのではないかと思います。できる限り、早い時期にできましたならば、

早急なる対応はしていくということでございます。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  国のガイドラインに沿ってということでございます。早い

時期にできたらやるということでございますので、お願いしておきたいと思いま

すし、また、できてもないので現実性がないので、私もこれ以上言いませんけれ

ども、鳥取県内にも再度発症者が出たということでございますので、ＰＣＲ検査

等町民にちょっとでも疑いがあったりとか、疑いがなくても検査をしたいと思う

方がいたら、そこに何らかの優先的なものをしていくとか、今、智頭町の病院で

は、智頭病院とかではできないわけでございますけども、ＰＣＲ検査を受けたい

と思ったときの人がいた場合、どういう方法で早くしていただけたらなと思って

おりますが、ワクチンとはちょっとＰＣＲ検査なのでちょっと通告には、関連し

てということでよろしいでしょうか。町長、お願いできますか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。関連してということですので。 

○町長（金兒英夫）  ＰＣＲ検査ということでありますけども、ただ、この検査

につきましては、ただ本人がしたいからするということにはなっていませんので、

窓口は保健所等々相談窓口があります。そこにぜひとも第一報を入れてもらい、

そういう対象者であると認められた場合には、まちとしても後押しはしていきた

いというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  それでは、保健所に来られたり、町のほうに連絡されても、

町のほうからも保健所に連絡していただくようによろしくお願いしておきたいと

思います。 

  では次に、２つ目の質問に入ります。少子化・移住・定住策の一助となる給食

費の無償化についてお尋ねしたいと思います。平成３１年３月議会の一般質問に

おいて、私は、半額補助と言わず思い切って無償化にしてはどうかと質問をいた

しました。議事録を見てみますと、長石教育長の提案意図は少子化対策、定住促

進、転入人口の増加につながる、保護者の経済負担を軽減して定住促進につない

でいきたい、そういう思いでの半額補助だと言われておりますし、前寺谷町長は

「財政のこともあるので一挙にはできない、半額補助の効果がどのように出るか、

参考にしながら将来を頑張っていきたい」というふうな答弁をいただいておりま
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す。 

  金兒町長は、選挙期間中の演説の中でも無償化を発言されておりますし、所信

の８つの公約の中にも入っておりますが、その財源と時期的なものをお聞きした

いと思います。 

  まずは、初めに長石教育長、当時の思いと金兒町長の思いを考えた中での、今

の教育長のお考えをお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  安道議員の給食費の無償化についてのご質問であります。 

  本町の生産年齢人口である、あの当時です、生産年齢人口である１５歳から６

４歳、中でも２０から３４歳までの人口が著しく減少する中で、子育て制度を充

実して、若者が定住できる環境、安心できる子育て、子どもを生み育てられる政

策がぜひとも必要だということで、あの時点では財政の許す限り給食費の無償化

に向けた、あの当時は２分の１ということだったですけども、向かってまいりま

した。 

  その結果を受けて、先ほども話がありましたように、やはり子育てしやすいま

ちに一歩でも近づいているのではないかと思っております。子どもたちや保護者

からは、子育てを応援してくれているまちということで、こういうことが次の親

となる世代、また、若者、ひいては子どもたちの増加につながるのではないかと、

このように考えております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  できるならば教育長、完全無償化、町長の公約に挙げてお

られますので、そこのところも併せてお聞きしたいと思いますが。 

○議長（大河原昭洋）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  失礼しました。小中学生の無償化につきましては、先ほ

ども申しましたように昨年の４月から２分の１を助成をしております。それから、

昨年の１０月からですけども、保育園児、３歳以上児の保育料の無償化に伴い、

従来保育料に含まれておりました副食費、おかずですね、この部分は外出しとな

って国の補助の対象外となりました。ということで有料となったわけですけども、

本町では引き続き主食、主には御飯ですけども、主食は町の負担により、また、

副食費は減免の上無償化ということで、基本的には保育園は無償化になっており
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ます。 

  議員ご提案の学校給食費の完全無償化ということですけども、現在の新型コロ

ナウイルス感染症拡大を受けて、正規・非正規関係なく不安定な職場にお勤めの

保護者もいらっしゃいます。それから、将来が見込めない、不安をお持ちのご家

庭も増加しております。子育て世代の負担軽減や家庭の不安を和らげる対策とし

て、できるだけ早い時期にこの完全無償化ができるよう、財政当局、町長部局で

すけども、こちらのほうと協議をしてまいりたい、このように考えております。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  町長部局と相談しながら、前向きな考えと私は受けとらせ

ていただきましたけども、あとはコロナの関係等で急いでしてとか、いろいろあ

ると思いますけども、午後から新人議員がまた教育長に答弁を求めると思います

ので、ここもちょっと私はこのぐらいでやめておいて、昼からの丁重な答弁をお

願いしておきたいと思います。 

  次に、私の最後の質問に入ります。町長は、ゆめが丘団地の５棟の増設や町有

地の無償譲渡により、集落を形成していくと公約にも挙げられております。建設

の時期について、ちょっと待ってください。 

  すみません、議長。町長に聞いておりませんでした。申し訳ない。教育長に聞

いて町長に時期と、すみませんでした。皆さんが期待している、いつからしてく

れるんだろうということ、ここの肝腎なところを聞き忘れていますので、町長そ

こをお願いします。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど教育長が答弁しました。できるならばということを

前提に申し上げますと、早期にという思いを持っています。新型コロナウイルス

の交付金がきました。これの対象物件となる可能性が非常に高いです。ですので、

対象物件となればその日からでもと思っていますけども、決定がいつになるか分

かりませんけどもできる限り、決定事項になれば今年度からでもというふうな思

いは持っているところです。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  すみませんでした。肝腎なところをお答えいただきありが

とうございました。第２次の交付金の対象になる可能性が大だということでござ

いますので、できる限り早い無償化をお願いしておきたいと思います。 
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  そして、最後の質問に入らせていただきます。初めからいかせていただきます。

町長がゆめが丘団地の５棟の増設や町有地の無償譲渡により、集落を形成してい

くと公約に挙げられておりますが、建設の時期について、また、どのような集落

にしていく計画なのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  ゆめが丘団地の増設等々に関する質問でございます。 

  議員ご存じのとおりとは思いますけども、ゆめが丘団地については、既に定住

促進住宅を５棟建設して、全て入居がある状態であります。増設を予定している

もう５棟の整備につきましては、財政状況を勘案しながらではありますけども、

できる限り早く取り組んでいきたいというふうに思っています。最初の５棟は、

３年で５棟建てているわけです。ですので、それぐらいのペースでしかできない

かなと思います。 

  また、それ以外のところの部分につきまして、まだ道路や上下水道などのイン

フラ整備というのが少しまだ遅れていますので、それが出来次第に譲渡であると

かといったことを念頭にしたものにしていきたいなというふうに思っております。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  前回の５棟が３年ぐらい、今後も５棟３年ぐらいのめどで

建っていくということでございます。また、インフラ整備が出来次第、町有地の

無償譲渡をして集落を形成したいということでございますが、何戸ぐらいの集落

を計画されているんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今、計画している区画ですれば、この今ある５棟に合わせ

てもう２０区画ぐらいの計画の区画がありますので、全て埋まれば２５ぐらいの

集落ができるのではないかなというふうに思っています。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  計画としたら２５個ぐらいの集落を形成していきたいとい

うことでございます。私の住んでいるところも何十年、何百年前からか集落が形

成されておりまして、集落にするに当たっては区長であったり、会計であったり、

様々な役員だったり、会合を行う集会所等も必要になってくると思いますし、そ

ういうことを考えますと、募集でやってくる人々、募集して来んさる方々の募集

要項の中に本当に一緒になってやっていくという、やる気のあるというところを
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入れておく必要があるんじゃないかなと、私は思ったりするわけですけれども、

まず集落をつくるとしたら集会所とかそういうことに関して、町長どのようなお

考えをお持ちなのか、そこもちょっとお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  かつて、緑ヶ丘に分譲がどんとできました。そこには、た

またま県住も一緒になってたんですけども、分譲のところにはそういった方々の

いろんな思いの中で入られたというふうに思っています。ただ、集会施設につき

ましては県住というものを対象にした集会施設だったはずなんです。分譲の方々

も一緒に緑ヶ丘という集落で利用されてましたけども、実際は分譲のための分譲

の方々のための公民館ではなかったというふうに思っています。 

  ただ、今回まちとして１つの集落をという思いを持つ限りは、そこにまちが最

低限の集会施設を建ててどうぞということにしなきゃいけないかなというふうに

思っています。ただ、あとの運営はお願いねと、古くなった更新もお願いねとい

うことにしなきゃいけないとは思っていますけども、既にそういった面では防火

水槽も設置していますので、そういった部分での公の分野での投資というものは

最低限必要ではないかなというふうに思っています。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  最低限のまちのそういう施設についてはやるということで

すけれども、もう一つ私が今お尋ねしました。募集要項で今までのことはくじ引

とか、そういうことで決まっていると思うんです。その中で建てた中でやっぱり

こういう集落をつくろうという思いがあるので、ここに入る人はそれを踏まえた

上で来てくださいよということもやっぱり入れていく必要があるのではないかな

と。一緒に来てから、おれは何もせんでとかいう人に来られたんじゃ、前からお

る人、それから、これから一緒になってやっていこうという思いのある方は、と

ても残念な思いをされることもあろうかと思うんですけども、その点はどうでし

ょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今、はいします、ということは言えませんけども、募集に

対しての大きな参考にさせていただきたいというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  安道泰治議員。 

○３番（安道泰治）  大きな参考にしていただけるということなので、ぜひとも
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参考にしていただいて、本当に明るく楽しい集落ができますことを期待しており

ますので、ちょっと時間早いですけども私の質問はこれで終わります。 

○議長（大河原昭洋）  以上で、安道泰治議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で１１時とさせていただきます。 

休 憩 午前１０時５２分 

再 開 午前１１時００分 

○議長（大河原昭洋）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、岸本眞一郎議員の質問を許します。 

  ９番、岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  金兒町長は、このたびの町長選で住民満足度の高い町政

の実現を訴えて当選されました。この公約の背景にはいろいろあると思いますが、

これまでの町政ではややもするとまちの外に目が行き、光が当てられ、住んでい

る人から見れば、自分たちが置いて行かれていると感じた人が多かったのではな

いでしょうか。つまり、住民と行政がある種の分断された状況になっており、

様々な事業・政策があまり成果を生んでいなかったように見えます。 

  今、世の中はコロナ、コロナで明け暮れています。これが終息しても、元の生

活に戻ることはないと言われています。アフターコロナ、新しい生活様式の時代

になると言われています。金兒町長の下で、町政も新しい価値観へと変身しよう

としています。進化論で有名なダーウィンは、「強いものが生き残るのではない、

変化に対応できるものが生き残る」と言っています。住民満足度の高いまちへと

積極的に変わることを期待しております。 

  少し前置きが長くなりました。私は今回、今後の町政運営について質問するの

ですが、その要旨は、町政の足元をしっかり見つつ、アフターコロナ後をどう町

政に反映していくのかという視点です。私は、町政の肝は財政だと思っています。

基金、起債等の現状、今後の財政需要などの財政面、人口減少下での行政課題の

現状認識について、町長にお尋ねします。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  岸本議員の質問にお答えします。 

  近年の決算規模は、歳出ベースで５８億円から６６億円程度、歳入ベースで６
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０億円から６９億円程度で推移しており、基金を大きく取り崩すことなく財政運

営を行うことができております。各財政指標につきましては、経常収支比率が８

５％から９８％、将来負担比率が８９％から１０７％といずれも増加傾向にあり

ます。これは、小学校大規模改修や中学校改築、保育園建設、図書館建設など大

規模ハード事業に取り組んだ結果として、起債の償還金である公債費の増額が影

響したものであり、一見財政の弾力性の縮小と捉えられがちですが、老朽化した

公共施設を刷新し、次代を担う子どもたちの学習環境を整え、地域住民の拠点と

なる施設を整備するための投資の結果といえます。 

  一方、人口減少に伴う税収減や地方交付税、国県支出金などの依存財源に頼ら

ざるを得ない状況は変わりなく、徐々に成果を上げつつある移住定住対策事業や

農林業支援事業などが、町の財政にプラス要素として反映するにはまだまだ時間

がかかるものと思われます。 

  近年頻発する大災害や、今般の新型コロナウイルス感染症拡大など、町民の安

全、安心を脅かす災禍に対応しながら行政機能を持続させるためには、町財政の

健全化をより一層推進する必要があると考えています。 

  事業の見直しや効率化、老朽化した公共施設の統廃合を含めた整理、民間活力

を活用による新たなサービスの展開など、コロナ禍で求められている新たな生活

様式の受皿となるべき、新たな行政様式の構築が課題であるというふうに考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  今、町長は財政においては、ほぼ健全な状況が続いてい

るというようなお話でした。しかし、今後の状況を見た中で自主財源となる町税、

これが減収が多分見込まれていく。一方で、これまでの大規模な公共事業、小中

学校、保育園、そしてまた新図書館、そういったもののこれから起債償還が始ま

っていく中で、平成２９年度には起債の償還額が４億６，８００万円だったもの

が、今後一番大きく増える時期では９億円を超えるような状況になって、非常に

財政を逼迫していくような要因が続きます。 

  そういう中で、借金返済していく中で新たな事業をしていこうと思えば、本当

に事業の見直しというものが必然的になるのではないかなという気がしておると

ころです。智頭町の財政規模は約３５億円なんですが、実際のまいとしの事業規
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模というのがほぼ７０億円に近いような状況で、標準財政規模の２倍強の財政運

営をやっているということで、これが本当にいつまで続くのかなという具合には

見方をしておるところなんですが、そういった状況からもやはり事業の見直しを

していく中で、この財政状況を改善していく必要があると思うんですが、もっと

具体的にその事業の見直し等については、何か具体的なお考えはお持ちでしょう

か。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今、言われましたような財政の硬直化というようなことを

言われましたけども、今、答えましたとおりに当面ハード事業をずっと続けてき

てまいりました。ですけども、これで図書館で一段落がついたというふうに思っ

ています。それの起債償還額は、これまで財政指標の中で説明してきているとお

り、ある程度の上昇はしますけども年がくれば下がっていく。当面大きなハード

事業は組む必要がないというふうに考えています。これは、何もなかったらとい

うことが大前提ですので、断言はできませんけども。 

  具体的な見直しと言われますけども、再三ずっと説明しております。まいとし

のことだというふうに思いますけども、予算を組む場合にはそれなりの見直し

等々を考え、新たな事業を組む、あるいは旧来の事業をやめる。そういったこと

を繰り返し、繰り返しきておりますので、新しいやり方ということを今、考えて

いるものではありません。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  続いて、行革プランです。これから行革プランをつくっ

ていく予定になっているんですが、やはり初めの質問とかぶるのですが、この行

財政改革プランをつくるのには、当然、これから財政需要がどのくらいいるのか

という見通しや、自主財源がどのくらいになるのかというような見通しを、皆こ

の行革プランの中に反映していく必要があると思うんですが、当然先ほど言いま

した事業の見直しということも、この行革プランの中に盛り込んでいく必要があ

るのではないかなという具合に思っているのですが、今年度つくる予定のこの行

革プランについては、どういったことを重点にこのプランを作成していこうと思

われているんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  このたびの行革プランの何を重点にするのかということで
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ございますが、先ほどの答弁を踏まえまして、次期の行財政改革プランにおいて

は新たな行政様式、これの構築が重点というふうに考えております。 

  行政機能の分散化や手続のスマート化を推進して、住民の利便性向上と事務の

効率化、感染症対策、こういったものを図りたいというふうに思っています。ま

た、ちづみちエリアリノベーション、この事業をモデルとして空き施設や空き家

の積極的な活用、これによって起業支援やテレワークなどによる在宅勤務者の誘

致、こういったものが推進できるのではないかと思います。それによって、移住

人口の増、それから関係人口の増、そして、それによる税の増というものを図っ

ていきたいというふうに思っています。 

  災害にしなやかに対応して住民生活を損なうことのない、こういった持続可能

な行政機能を実現するために新たな行政様式、こういったものを構築していきた

いというふうに考えています。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  これからの行革プランの中で、このアフターコロナを考

えて新しい生活様式を盛り込んでいくんだというお話がありましたが、基本的に

この行革プランというのは、総合計画に基づいて行革プランをつくるのだという

のが基本になっていると思うんです。既に総合計画は平成３０年につくられて、

本来ならそのときにこの行革プランも併せて立てるようになっていたんですが、

この３１年度の末をもって切れるまで旧の行革プランでやってきたところなんで

すが。 

  もう一つ、この総合計画の中の実施計画というものが、ある程度の工程表にな

ると思うんです、事業の。なかなかこの実施計画というものが表に出てこなくて、

議会としても本当に、今後の事業がどういう工程表になっているのかが見えてこ

ない。執行部のほうに問いただしても、プランは実施計画をつくっているんだと

いう答弁は返ってくるんですが、その具体的なものが私たちの前には出てこない

んですが、やはりこの行革プランをつくっていくには、しっかりとした実施計画

に基づいて行革プランをつくっていくという方向性が大事だと思われるんですが、

そこについては町長はどう思われるんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実施計画になるのかどうかはおきまして、総合計画という

ものは智頭町の大きな指針でありますので、これを否定するものではありません。
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基本的には総合計画が全てでありますので。ただ、今回の新たな生活様式という

ものについては、想定していないコロナとかそういったものが出てきました。で

すので、それにプラスするような格好の行革プランというものが必要になってく

るのではないかというふうに思います。 

  先ほど岸本議員も言われました、アフターコロナという意味合いは、これまで

総合計画ではなかったものでございます。ですので、それをある程度勘案したよ

うなこともしていかなければならないと。既定の総合計画があるからという話で

はなくて、その時代時代に合わせた変化も、当然必要になってくるというふうに

思います。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  当然このアフターコロナ、新しい生活様式というものは、

これまでにつくっている総合計画の中で、私は逐次盛り込んでいける話ではない

のかなという具合に思っています。新しい基準が要るかどうか分かりませんが、

やはり新しくつくっていくというよりも、これまでつくったものの中で応用して

いくという形のほうが、私は自然なのかなという具合に思っています。 

  もう一つは、この行財政改革プランの中で行政という部分は、今お話を聞きま

したが、財政という部分で健全化をしていく。１つには、総務課のほうより資料

として出された新シミュレーションという資料があります。その中で、基本的に

は地方債を３億２，０００万円ぐらいまでにおさえて、借入れを少なくする。そ

して、今言う高い起債償還額をそれ以上増やさないために、現在令和２年度で起

債残高が８７億円、これを減らしていく努力が必要になりますが、当然そういっ

たものも含めた財政の方向性というものも、このプランに盛り込んでいく必要が

あると思うんですが、財政面ではどういうことを重点的に考えてこのプランをつ

くっていこうとお思いでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  言われましたように、財政面での考え方としましては、事

業をある程度おさえて起債の額を少なくする。これは、最低限必要なことだとい

うふうに思っています。ただ、利用できる起債についてはこれまでどおり利用は

していきたいと思っています。過疎債等有利な起債については、現金支給よりも

起債を借りるというほうがかなり有利です。ですので、その起債を利用できるも

のは利用していく。ただ、先ほども答えましたけども大きな箱物、それから、大
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きな事業というものが一通り落ち着きました。ですので、年間のハード事業とい

うものはおさえていけるというのを大前提に考えております。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  私の冒頭の発言の中でも言いました、住民満足度の高い

町政という、これの一つの考え方の中でやはりもう一つ私が心配するのは、行政

が住民の要求に対して応じていく。当然それは必要なことなんですが、ややもす

ると今言うポピュリズム的に大衆迎合して、どんどん要求に応じて支出をしてし

まうということが住民にとっては負担は軽く恩恵は大きいと。そういうものに対

しては、やはり自分たちはいいなという感じを持つ。一方で、財政的には本当に

無理が生じていくという二面性を持っております。 

  住民満足度を高めていく中で、ある程度やはり住民の要求に応じようと思えば

事業の見直しをして、ほかのところを財源を、事業の整理をして財源を生んで、

新しい要求に応じていくという、そういう基本的な姿勢が必要になると思うんで

すが、そういった新規事業に対してのスクラップアンドビルド的なものについて

は再度、初めのほう若干答えていただきましたが、もう一度その辺についてお考

えをお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  提案理由にも少し述べさせていただきましたが、変えなき

ゃいけないところはちゅうちょなく変えると、この基本姿勢は変えていません。

ですので、見直すという観点から言えば、見直さなきゃいけないと思うことがき

ちんとできたならば、それは実行していきたいというように思います。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  その積極的に変えるということに、私も期待をしていき

たいと思います。 

  次の質問に移ります。防災・災害対策における安全な避難場所の確保と、この

新型コロナウイルス対応の運営。今日の新聞にも熊本の水害について、本当に避

難所の運営に皆困っています。まず、安全な避難場所の確保という部分に苦慮し

ております。指定された避難場所が浸水をしたという部分が大変多くあります。 

  智頭町でも、今、ハザードマップを見直しをして新しいものをつくろうとして

いますが、国の災害対策基本法では、避難所は災害の危険性が少ない場所につく

るという具合にされていますが、２０１５年に改定された水防法の改正で、浸水
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想定区域が広がってきております。そういう中で、智頭町のような本当に山あい

の狭いところで避難所を確保するというのが、非常に困難な状況にあると思うん

ですが、まず、安全な避難場所の確保ということについてはどのようにお考えで

しょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  避難所においてのマスクや消毒液、それから、非接触型体

温計など、感染症対策の物品を配置する。こういった避難者の間での間隔確保や、

発熱やせきなどの症状があったりということで、感染が疑われる人の隔離スペー

スの確保など、感染症対策に心がけた避難所の運営が必要であるというふうに思

っております。ただ、避難に際してあらかじめ健康状況というものを確認してい

ただく、こういったことも必要だというふうに思っております。 

  岸本議員言われたような避難所の確保、これについての今、設定している避難

所もありますけども、当面今回の熊本の例、それから、今、水害が起きていると

ころの例、いろいろあるんですけども、雨量の量が想定よりもかなり多い。それ

から、何十年に一度のやつがまいとしくるというような状況があります。 

  ですので、智頭町での避難所の位置というもの、確保というもの、改めて考え

ていかなきゃいけないというふうに思っています。ですので、今回今年度計画し

ておりますハザードマップ、これの更新におきましても本当に避難場所がここが

いいのか、どこがいいのか、そういったことを確認して見直しを行いたいという

ふうに考えています。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  智頭町は支え愛マップで、町長も所信表明の中で述べて

いるんですが、地域の絆と防災力の強化にも取り組んでいますという具合に述べ

ているんですが、ちょっと私はこの防災面での言及がちょっと少なかったかなと

いう具合に、ここの支え愛マップの部分だけだったので、本当にこれから智頭町

にとってこの防災対策というのは、喫緊な課題ではないかなという具合に考えて

おります。 

  そういった中で、防災マップも当然大事です。その防災マップのときに本当に

安全な避難場所、今、旧小学校とか地区公民館とかというところに避難するよう

な体制になっているんですが、やはり分散している集落からそこに行くまでに、

既に災害に遭う危険性もあるという可能性も非常に高いので、その支え愛マップ
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の中でもう一つ言われているのが、やはりその集落の中で民家を活用した、高い

場所にある民家とか、そういった場所を活用した避難所をつくるということも必

要ではないかという具合に言われています。 

  確かに、安全な避難場所に行くというまでの危険性を考えたときには、そうい

った対応も必要ではないのかなという具合に考えるんですが、そういった支え愛

マップでの避難場所の選定についても、もう少し見直す余地があるのではないか

なという具合に思うんですが、その辺についてはどうでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  言われたことは本当にそうだというふうに思います。先ほ

ども言いましたけども、ただ単にこれまでの雨の量、水の量を考えてつくったも

のよりも、その倍も２倍も３倍も雨が降るという状況が続いているわけです。た

またま今回の雨につきましては、この中国地方、そんなに雨は降っていませんけ

ど九州、それから東海とか長野県の辺り、そういったところについてはかなり水

があふれて、堤防が決壊したというようなニュースも流れておりました。 

  そういった中で、支え愛マップというのは本来集落の方、その地域の方がその

地形なり、何なりを十分周知しておられて、どういうふうなところに避難をして、

どういう経路で避難をしてというのをつくられたものであります。ですので、そ

ういったことを再度本当にここでいいのですか、本当にこれまでのとおりの計画

でいいのですかというのを確認していってもらえれば、少しまた考え方が変わっ

てくるのではないかというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  やはり支え愛マップの中でも、公の施設に避難するとい

うのが大体の前提条件にこれまでなっているような気がします。その中で、今回

言われているように、集落の中で民家を活用した避難という考え方を取り入れて

いく。当然それは、安全な場所というのは集落の方がよく周知しているので、行

政としてもそういう民家を活用した避難場所の設定、設営というものにも視点を

変えるべきではないかなと思うわけです。新しい水防法では、設定条件が１，０

００年に１度の降雨というような設定条件を設けているようです。やはり大変厳

しい、ハードルの高い設定条件を設けておるようですので、そのハザードマップ

のほうには、そういうものも１つ条件を入れてつくっていただきたいなと思いま

す。 
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  再度もう一度聞きますが、民家を活用した避難場所の設営について、町として

もこれからそういうことも考えていくという方向はあるんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そうですね。このまちの指定の避難所が全てなんだという

考え方を固執しないで、避難所の例えば過密状態になるとか、１か所に集まって

余りにも集まり過ぎた、生活様式ができないとか、そういったこともあります。

ですので、民家という言い方が正しいのかどうか分かりませんけども、親せきや

友人宅、そういったことも考えた避難体制というものをとっていきたいなという

ふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  次に、その避難所が開設したときに、コロナ感染症への

対応ですね。本当に避難所の確保だけでも難しいのに、それに増してこのコロナ

感染症対策をしていかなければならないと。今回の洪水で例えば人吉市なんかで

も、１，５００人収容できる施設に６５０人ぐらいしか入れないような条件設定

をしている。それは、コロナ対策をした上でそうなるんだというようなことなん

ですが、智頭町でもこのたびの町長の専決予算の中で、そういったコロナ対策の

備品購入というようなことで、金額が５、６０万円でしたか、そのくらいなもの

を予算化しているんですが、公共施設を活用した避難場所においてのコロナ感染

症対策、つまり、個別に仕切り板を設けたりとかというようないろんな対策があ

るようなんですが、具体的には町としては、そこら辺の避難所におけるコロナ対

策というものはどのような対策を考えておいででしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  やっぱりコロナに対するものといいましては、基本的には

皆様方の健康状態、こういったものをあらかじめ把握、それぞれの皆さん方が把

握していただく。これが第１条件になるのではないかというふうに思います。受

ける避難所のほう側としましては、感染症対策の物品をきちんとして配布する。

そして、本当に発熱やせきをしていないか、そういった確認もする。そういった

ことが大事ではないかと思います。 

  大前提として、それがある方に一緒のところにどんとおられたということにな

れば、コロナの罹患者ではなくてもその可能性がある場合には、やはりそこでは

ない別のところに行ってもらうということが大事になってくるというふうに思い
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ます。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  今言う避難者に対して事前に発熱状況なんかをきちんと

調べて、やはり疑いのある人は別のところに避難していただくというような対応

をとるというのは、当然必要ではないかなという具合に思うんです。やはり、町

としてもこれからのハザードマップをつくる中で備蓄備品ですね、避難者が間隔

をあけて仕切りがつけられるような、例えば段ボールベッド、段ボールでベッド

をつくるというようなことや、その周りを仕切りをつくるというような、そうい

った物理的な対応が必要なのではないかな。それを、防災の倉庫に備蓄をして各

避難所にも基本的な量は確保、備蓄していく必要があるのではないかなとは思う

んですが、まだまだ現状ではそういう対応が不十分だと思いますが、今回の国の

２次補正等のお金を使って、そういった備品の備蓄というのは当然できると思う

んですが、そういった方向性はどうなんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  言われましたように、この２次の交付金、相当きておりま

すので、対応できるものについては準備をしていきたいというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  次に、最後の質問に移ります。今回のコロナ騒ぎの中で

一つ地方にとってはメリットといいますか、いい方向の可能性として、やはり都

市部で大企業で、特にテレワークというものをやってみたら意外と効果があるな

ということが実感させられたと。当然、このコロナが収まってもこのテレワーク

というのは、今後進むのではないかなという具合に言われています。当然、この

テレワークが進むと、やはり勤めている人がどうしても大都市圏に住まなくては

ならないということになってくるんですね。地方でも通信環境さえ整備されてい

れば、地方でも勤務ができるという状況になってきます。 

  これまでの移住定住で一番苦労したのは、来てもらった人が働く場所をどうす

るのかということが一番大きなネックでしたが、このテレワークによる移住とい

うものについては、既に職業を持った人が来てくれる。多分、大企業に勤めてい

ると年収も多くて、その方々が智頭町に来れば、地元に落ちる税収も大きくなっ

てくる。非常にメリットがあるような感じがするんですが、当然このテレワーク

で移住をということは、全国が同じような条件になってきますので、それの取り
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合いになることが予想されます。 

  一つ、そのときに大きな選ばれる視点としましては、やはり教育と医療だと。

そういうものがきちんとできているところが選ばれるんではないかなという具合

に言われていますので、智頭町としてはそういった受入れ体制をどうつくってい

くお考えでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  新型コロナウイルスは、感染症の世界的大流行いわゆるパ

ンデミックというものを起こし、さらに世界的に新たな生活様式、いわゆるニュ

ーノーマルという言葉を生み出したということでございます。企業におけるテレ

ワークが急速に進んだということは、その象徴的なものであるかというふうに思

っています。 

  テレワークというのは、場所に捉われない新しい働き方と言われております。

ある調査では、新型コロナウイルスが終息した後も、調査対象の半数の企業がこ

のテレワークというものを継続する意向であるというふうに言っておられます。

さらに内閣府の調査では、新型コロナウイルス感染症の広がりに伴う生活意識や

行動の変化によって、テレワーク経験者のうちの４人に１人が、地方の移住への

関心を示しているという結果も出ております。 

  テレワークでは、ＷＥＢ会議が急速に普及して、そのアプリケーションも様々

に存在しております。こういったサービスも充足しているところでございます。

中山間地域においては、これまで都市圏と地方の距離、それから、交通の課題を

一気に解決するというようなことになるというふうに思います。ですから、距離

やそれから交通によるアドバンテージ、いわゆる都会の優位性が薄くなる。なく

なるとは言いませんけども、薄くなるというのが現実になってくるのであろうと

いうふうに思います。 

  企業のテレワーク化は、今後も進められていくことが予想されます。智頭町に

おいては、全町に光回線を配置してテレワークが可能な環境であるために、今後

は企業に対し、この自然の中で、山の中で癒やしを感じながら仕事ができる、こ

ういったことを打って出たいというふうに思っています。これは智頭町を魅力的

なまちにするということにも、つながっていくのではないかというふうに思いま

す。ただ、受入れ体制につきましては、これまでどおりに移住定住の窓口を駆使

して、こういったことを外に出して打って出たいというふうに思っています。 
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○議長（大河原昭洋）  岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  人口減少の中で前にも質問したんですが、本当にいろん

な組織にとって人材が不足してきております。やはりこの人材不足というものが、

いろんな組織の活動を停滞化させているというように私は思っています。 

  そういう中で、このテレワークによって都市部から新しい考え方、新しい知識

を持った方が地方に移住してくるということは地域にとって、初めに言いました

ように税収面という実利的な部分もありますが、地域の新しい人材確保という視

点からも、非常に有効だという具合に私は思っていますので、ぜひ、金兒町長に

とってもこの機会を活用して、智頭町にそういった新しい人材が受け入れるよう

な体制づくりをつくっていただくことを期待をしまして、私の質問を終わります。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  以上で、岸本眞一郎議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、午後１時とさせていただきます。 

休 憩 午前１１時４０分 

再 開 午後 １時００分 

○議長（大河原昭洋）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、中野ゆかり議員の質問を許します。 

  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  私は、このたび大きく分けて２つの質問をさせていた

だきます。 

  まず１つ目は、新型コロナウイルスに関する質問です。さて、このたび鳥取県

内において４人目となる感染者が出ました。本町の商工業や個人の生活における

新型コロナウイルスによる影響はどのようになっているのか、現状をお尋ねいた

します。 

  以下の質問は、質問席にて行います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  中野議員の質問にお答えします。 

  新型コロナウイルスは、商工業では個人の消費活動や経済活動も停滞しました。

生活面においては、県境を越える自由な行き来ができないことにより、帰省する

ことが困難になった方がおられます。想定することができないような様々な影響
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を与えております。 

  現在では外出規制も解除され、徐々にふだんの生活を取り戻そうとしておりま

すが、感染拡大を予防するために日常生活を営む上で住民一人一人が実践する、

基本的な生活様式である新しい生活様式の取組、これがこれからの日常となって

いくと思っております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  本当であれば、本町においての影響をもうちょっと詳

しくお聞きしたかったところなんですけれども、全国と同様、本町も困っている

人がたくさんおられるということで、認識は共通認識をしていると思っておりま

す。 

  そこで、困っている人が使える支援策はどのようなものがあるか調べてみまし

た。すると、国はもとより、県やまちにおいても多様な支援策が打ち出されてお

ります。例えば、感染症対策への支援として県内の飲食、宿泊、観光事業者など

の皆さんを幅広く応援する事業がありますし、事業者向け給付金制度や学校休業

関係の支援、また、納税が困難な方への税制措置もあります。そのほか、テレワ

ーク導入を進める中小企業事業主などを応援する補助金や、アルバイト収入が大

幅に減って大学などでの修業継続が難しくなった学生に対しての給付金など、こ

のほかにも様々な給付金や補助金があります。 

  しかし、その支援策の情報を、コロナウイルスの影響を受けて本当に困ってい

る人に届けられているでしょうか。支援策と一言で言っても国や県、また智頭町

独自の支援策があり、課をまたいで様々な支援があるため、自分が使える支援策

を探すのに一苦労します。 

  そこで、２番目の質問です。役場内に新型コロナウイルス対策支援窓口をつく

り、担当課には関わらず、その窓口に行けばコロナ関係の支援を何でも相談でき

る体制をつくる考えはないか、町長のご所見を伺います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  現在、実施または予定している町独自の支援策、これは経

済対策や税・水道料の猶予、それから社会的弱者対策などであり、国や県の支援

策も、事業者や社会的弱者など対象を限定とした施策が中心になって、本町のよ

うに規模の小さな自治体においては、対象者の状況を熟知しているという、そう
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いった担当課での対応が、それぞれの対応ができると思っておりますので、今の

状況が一番適切であるというふうに考えています。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  今の状況というのは、分からない人は各課に聞いてい

くということでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  分からない人が各課に聞いて回るという、そういうたらい

回しではなくて、それを相談を受けた課が横のつながりでもって、それぞれの共

通認識をするという体制であります。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  分からない人が例えば税務住民課に行きました。その

方が独り親世帯でした。それで、子育て支援、教育課にも行きます。そして、何

らかの家庭環境の中で介護もその方はしております。そしたら福祉課に行きます、

といったイメージでしょうか。それを私は１つの窓口で１人の担当課によって、

熟知している人をつくるべきではないですかと提案しているわけです。そこをも

う少し詳しくお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そういう人間をつくるのに手間暇がかかるわけです。実際

今は、それぞれの担当課の担当者がそれぞれの範囲をきちんと知っております。

ですので、その横のつながりをもってあそこに行け、ここに行けということでは

なくて、そこにおられる来られた住民の方の相談の内容を１人が聞けば、それが

職員同士で聞けば分かるわけです。ですので、住民の方はあそこに行け、ここに

行けという、そういうたらい回しではなくということを先ほど申し上げましたけ

ども、それをまちの職員がすれば、きちんとした対応ができるものというふうに

考えています。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  では、その方が相談に来ました。ほかにいろいろな課

にまたがっております。なので、すぐには即答できません、また来てください。

そういうような対応ということですか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そういうことも一つの対応になるかと思います。当然、誰
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が聞いても誰が問われても、すぐ回答できるものと回答できないものがあると思

います。その内容によっては、そういうことになる可能性もあります。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  私、このたびこの質問を投げかけるに当たって、いろ

いろな国の制度、県の制度、町の制度を勉強しました。どんな制度があるのかな

ということを。先ほど申し上げたように、このようないろいろな様々な補助金が

ありますということをお伝えしたところであります。これ、私勉強するのに資料

を集めて、言えば２、３日あったらできることなんです。それがなぜ役場ではで

きないんでしょうか。一人一人に寄り添うまちづくりをしていくのであれば、や

はり今、役場職員、担当課がおけないというのではなくて、できるように努力し

ていく、住民のためにしていくという方向でやっぱり窓口は設けるべきではない

ですか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  そういう考え方も一つはあると思いますけども、資料を集

められるからすぐ回答できるかと、そういうことではないと思います。ですので、

住民の方がどういう目的で何を欲しておられるか、それを理解してそれに対する

答えを出す。これはそこの部署での役割だというふうに思っています。それをき

ちんとできることでないと、ただ単に資料を集めて答えるから、それで全てが整

うというものではないと思いますけども。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  はい。ちょっと平行線なので、ちょっと話を進めます。 

  先日、議会と商工会との意見交換があり、コロナでのお困りごとなどを直接商

工会役員の方にお聞きすることがありました。そこで語られていたことですけれ

ども、商工会会員さんはどんな補助金があるのか分からない。また、探した補助

金であっても、自分が申請していいのか戸惑っているということでした。 

  例えば、鳥取県の制度、新型コロナウイルス克服再スタート持続化給付金は、

給付金額１０万円で新型コロナウイルスによって経営上の影響を大きく受けた県

内中小企業等や個人事業者に対し、今後の事業継続の支援を目的に事業全般幅広

く使える制度で、持続化給付金を受けられた人としても重複して申請をしてもよ

いとされています。しかし、文章だけでは分からない上、遠慮しがちな町民性も

あり、誰かが声をかけなければどの支援事業に申請していいのか、町民は分から
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ない方が多いと思います。また、持続化給付金の申請はオンラインのみの受け付

けのため、パソコンが苦手な方は相当お困りだったことと思います。 

  鳥取市内の相談専門窓口に行けば相談には乗ってくれますが、時間と労力がか

かります。そういったときのサポートをするためにも、役場に窓口が必要と考え

ます。常に玄関周辺に職員が待機するのではなく、例えばその業務を企画課が担

うのであれば、コロナ関係は企画課にお越しくださいとか、通常の業務を行いな

がら住民の方が相談に来られた際に対応するという窓口でいいかと考えます。 

  再度、役場にコロナ関係の支援を何でも相談できる窓口をつくるよう、検討す

るというお考えはないでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  コロナ専門と言われますけども、コロナ専門だけで来られ

るならばそれでも結構だと思います。でも、それ以外のところになると、窓口に

なった課に相当負担がかかるわけですよね。ですから、そう簡単な話にはならな

いんだろうと思います。私コロナだけですよって言ってこられる方ならそれでも

結構かも分かりませんけども、それ以外の相談されるとコロナ窓口、いわゆる総

合窓口みたいなものをしておっても、そこで解決するわけではないんです。完結

型を求められるならば、そこの総合窓口をつくるという意味合いがそんなに濃く

はない、薄くなるんではないかというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  何でも相談を受けたらいいじゃないですか。コロナ窓

口、コロナっていう専属の窓口を設けていただきたいとは言っているんですけれ

ども、それ以外の質問がきてれば困るというような、それっていかがなもんです

かね。住民の方のいろいろな相談を受ける、受けた中での、その中でもコロナの

相談が多分多いと思います。なので、コロナの窓口をつくる、役場職員さんが住

民の声に寄り添う窓口をつくりませんかって言ってるんです。理解していただけ

ますか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  総合窓口を開設したらどうですかというのなら理解はでき

ます。ただ、コロナに関して窓口をつくってとかいうことになると、私は困ると

は言ってないですよ。窓口になったものが対応に戸惑うというか、そういうこと

になるんじゃないかということを申し上げているだけであって、ことコロナだけ
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がどうのこうのという思いはもっていません。総合窓口はつくったらどうですか

という意味合いなら、それだったらば少し検討はいるのかなという思いはありま

す。ただ、コロナに限定すると、それではちょっと違うんじゃないかというのを

今申し上げただけです。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  では、総合窓口を設置していただきたいなと思ってお

ります。総合窓口を設置したならば、コロナ関係の相談も多数寄せられると思い

ます。私の趣旨としましては、１つの担当の方がちゃんと相談を受けられる体制

づくりをしてはどうですか、というのが私の趣旨なので、コロナ単独でなくても

いいです。総合窓口という相談窓口をつくっていただけるなら、それはそれで私

の趣旨が、思いが通りますので、再度そこのところ確認させてください。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  総合窓口ということであれば、人員の配置等のことがあり

ますので、早急にということはできませんけども、それはそれで一つの方策とし

ては考えてみたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  では、続きまして、３番目の質問に入らせていただき

ます。 

  コロナ関係の情報発信の１つとして本町のホームページがあります。まずは、

質問に入る前にお尋ねしますが、この一般質問というのは事前通告制です。私の

質問も通告後、金兒町長は本町のホームページを御覧になったかどうかお尋ねい

たします。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  見ておりません。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  見ていないということですね。一般質問というのは事

前通告しています。事前通告した質問内容を私が読み上げます。本町のホームペ

ージにおいて、新型コロナウイルス対策支援策の内容が不十分かつ分かりにくい。

住民の方々の視点に立った情報提供に変更する考えはないか、ということを事前

通告いたしました。この質問を受け、通常であればどんな掲載になっているのか

なとホームページを確認すると思います。 
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  しかし、ホームページを実際に御覧いただけてないとのこと。私の質問に対し、

誠実に答える姿勢に欠けているのではないでしょうか。とても心外です。この場

で質問を打ち切りたい、そのような思いですけれども、一般質問はこの議場とい

う場で、公の場で直接町長に質問ができるという議員に与えられた権利のため、

放棄せずにこのまま続けさせていただきます。 

  再度質問いたします。本町のホームページは、新型コロナウイルス対策支援策

の内容が不十分かつ分かりにくい。住民の方々の視点に立った情報提供に変更す

るお考えはありませんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  町のホームページの情報というのは、できる限り分かりや

すく発信するように常日頃から心がけているところであります。今回のコロナウ

イルスに対しても、多くの情報をできるだけ早くお伝えできるようということで、

担当課においても受け手に伝わりやすいように、トップページを変更するなど努

めておったということでございます。 

  まず、行政情報はより鮮度の高い情報をスピード感を持って発信していく、こ

ういった意識をもっておりますけども、レイアウトやら視覚的なデザインなど今

後職員研修等も行いながら、システム的な改修も含めて改善していきたいという

ふうに思っております。 

  なお、ホームページが見にくいといったような意見がありましたら、そういっ

たこともこういった登録にも必要なんだと思いますけども、いち早く担当課に申

し聞かせていただければ、早急に対応してもらいたいと思いますので、今後よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  ホームページが見にくい、住民の方にとって分かりに

くいというのは、私、一般質問でもさせていただいたことがあります。しかしな

がら改善がされていない。逐一分かりにくいところがあれば申し出ろというので

あれば、逐一させていただきます。私が本町のホームページが不親切であるとい

う具体的記述をお伝えいたします。 

  まず、智頭町のホームページを立ち上げるとトップ画面の一番上の目立つとこ

ろに新型コロナウイルス感染症に関するお知らせというコーナーがあり、給付金、

補助金、施設運営情報などの情報はこちらというのをクリックすると、情報の下
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のほうに経済対策、事業向けと個人向けの支援策の情報があり、そこをクリック

してページを開いてみると、新型コロナウイルス対策中小企業支援金についてと

いう項目があり、そこを開いてみると、町内事業者の皆さんを応援しますという

大きなキャッチフレーズが目に入ります。どんな支援事業かなと上から順に読ん

でいきますと、支援できる対象者や必要な申請書類などが書かれており、支援金

は１事業１０万円ということも分かり、さあ申請しようと思ったら、申請期日が

５月２９日ということで締切りが１か月以上も過ぎている状況でした。 

  不親切きわまりないと思いませんか。本当に必要だ、困っているという人がそ

の情報を探し、上から順番に読んでいってたらこの申請はもう終わっていますと

いうことなんですね。県のホームページでは締切りが終わっている事業に関しま

しては、まず最初にこの事業の締切りは終了していますという情報が一番上に掲

載されています。一人一人に寄り添うまちづくりをしていくのであれば、住民の

方々の視点に立った情報提供を心がけるべきと思いますが、町長のご所見を伺い

ます。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  申されるとおりだと思います。やはり私が標語している住

民の方一人一人に添うということを考えれば、そういう手抜きのホームページで

は前に行かないというふうに思っています。これから改良していきたいというふ

うに考えます。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  以前の一般質問でもホームページの改善を求めました

が、このたび再度お伝えいたします。情報化の現代、ホームページによる情報公

開は真っ先にすべき業務の１つであります。ホームページはまちの顔という意識

の下、分かりやすい情報提供を求めます。 

  続きまして、２つ目の質問、移住定住の促進に移らせていただきます。１番と

２番の質問につきましては、安道議員の質問による町長の答弁で理解しましたの

で省かせていただきます。 

  ３番目の質問です。新型コロナがきっかけで、生活や働き方の見直しが進み、

首都圏から地方移住を決断する人が増加傾向にあるようです。オンラインの読売

新聞の情報によりますと、内閣官房が東京圏在住の約１万人を対象に行った調査

で、４９．８％が地方暮らしに何らかの関心を持っていることが分かったとのこ
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とです。また、政府はコロナ終息後の移住促進に役立ててもらおうと、今後、地

方移住に関するインターネットサイトを開設する予定ということで、今後地方へ

の移住が急速に進むことが予測されます。 

  そこで、ゆめが丘団地に町が住宅を整備するのも施策として必要と思いますが、

町内に点在する空き家の有効活用を図るべきと考えます。町長のご所見を伺いま

す。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  議員のご指摘のとおり、今後増加していく空き家を有効活

用した移住定住の推進は図るべきだというふうには考えております。さらに移住

定住だけでなく、空き家を活用した起業なども考えられると思います。いずれに

しても町内の空き家は、移住定住や起業促進に役立つ有用な資源であり、町全体

の活性化にも寄与するものだと考えております。 

  しかしながら、空き家の活用には大きな問題も存在しております。現在、空き

家バンクの登録は２２２あります。その中ですぐに住めない家、そういった家が

数少ない。さらには住むには大きな改修が必要な家、こういったこともかなりあ

ります。こういった問題がありますので、有用な資源でありながら有効に活用で

きないという現状があります。この辺のところを理解していただけたらというふ

うに思います。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  いろいろ問題があると思いますが、空き家を活用して

いくというのは大きな施策の１つで、有効的なことだと思います。移住したいと

思われる方がどこに頼るかというと、やはり役場、役場の空き家バンク、どんな

情報があるかなというのを探しに来られるというのが一番だと思います。 

  それで、空き家バンクを活用して家を探された方にお話を伺うと、物件探しに

役場担当者が協力してくれるのはありがたいんですけれども、関わり方が中途半

端であるということをお聞きしました。また、家を貸し出す家主さん側も荷物は

そのままで貸し出す場合もあるようです。空き家バンク制度の問題点を洗い出し、

改善したほうがよいのではないかと思いますが、町長のご所見を伺います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  確かにそういったこともあるということは聞き及んでおり

ます。ただ、そういった中での活用できる可能性のある家が本当に少ないんです。
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たまたまそういったことがあって、２階に荷物があるけども１階だけ貸すよとか。

それから、一間、二間だけ貸すよとか、そういった形態もあることはあるんです

けども、家主の方が結構嫌われる部分があるんです。 

  ですので、そういった例があるからすぐそれを解決すればできるよということ

ではなくて、根本的な問題を解決していって、何の心配もない賃貸借ができるよ

うな、そういう状況をつくりたいというふうに考えています。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  今の段階で問題点がありますよという認識ということ

は分かりました。ですから、そこの問題点をクリアしていくような努力を今後し

ていただけるのか、そこのところの答弁をお願いします。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  中野議員が言われる努力というのがどういうものか、いま

ひとつはっきりしませんけども、そういったことは少しでも可能なことがあるな

らば、有効活用していくのに否やはないというふうに考えています。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  テレビからの情報ですけれども、首都圏から鳥取に移

住された若い夫婦が、移住の決め手を話されていました。その夫婦は、「対応し

てくださった職員さんが親切に相談に乗ってくださったから」と答えられていま

した。移住の決め手は、担当職員にかかっているといってはプレッシャーになる

かもしれませんけれども、担当者はもとより役場職員さん全員が、誠意と情熱を

持って移住定住を増やすという心持ちで仕事に励む、そのことが移住定住につな

がると思います。 

  最後に、金兒町長の移住定住に関する心意気をお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  心意気といって威勢のいいことを言いたいわけですけども、

現状、智頭町の人口構成のこと、これは町長の立候補に対する選挙活動の中でも

ずっと言い続けてきました。自然減、社会減の中で、トータル的に智頭町は人口

が減っていく。そこを少しでも下降ラインを緩いカーブに維持していこうとすれ

ば、移住定住政策しかないんだろうと思っています。ですので、できる限りの策

を整えて、人口減少に歯止めをかけていきたいということは考えています。 

○議長（大河原昭洋）  中野ゆかり議員。 



－５３－ 

○１１番（中野ゆかり）  コロナ終息後、地方に移住する方が増えると予想され

ていますので、ぜひともこの点に関しましては重点的に早急な施策を打っていた

だき、人口を増やしていただきたいなと思っております。 

  これで、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（大河原昭洋）  以上で、中野ゆかり議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で午後１時３５分。 

休 憩 午後 １時２９分 

再 開 午後 １時３５分 

○議長（大河原昭洋）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、谷口翔馬議員の質問を許します。 

  １番、谷口翔馬議員。 

○１番（谷口翔馬）  議長の許可をいただきましたので質問をいたします。 

  まず、先立ちまして６月７日に行われました智頭町議会議員補欠選挙にて初当

選させていただき、多くの町民の皆様から支持いただいた議員として責任の重大

さをしっかりと胸に刻み、現在智頭町に山積みする課題克服に向け、全身全霊に

て挑戦してまいります。新町長がよくおっしゃっています、智頭町に住んでよか

ったと思えるまちづくり。私は、この智頭町に生まれ育ってとてもよかったと思

っています。智頭町への恩返し、若い方たちがこの智頭町に興味を持ってもらえ

るまちづくり、おじいちゃんおばあちゃんが安心して暮らせるまちづくりを目指

して、若い力でこの智頭町を元気にしてまいります。よろしくお願いします。 

  それでは、給食費無償化の実現についてお尋ねします。午前中、先輩議員から

も同じような質問はされていると思いますが、私は新型コロナウイルスの影響を

関連させて質問をいたします。 

  新型コロナウイルスにより仕事がなくなった方、感染拡大防止として休まざる

を得なかった方、たくさんおられます。緊急事態宣言が解除された今現在でも、

新型コロナウイルスにより多くの方々に経済的影響が出ています。そして、第２

波の到来がささやかれている中、７月２日に鳥取県内でも新たに１名の感染者が

確認されたこともあって、今後も県内、町内と経済の悪化が懸念されます。 

  こうした不安定な経済状況である今こそ、経済的子育て支援の一環として給食

費無償化に取り組むことが急務だと考えますが、再度になってくると思いますが、
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町長と教育長のご意見を伺います。 

  以下は、質問席にて行います 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  谷口翔馬議員の給食無償化の質問であります。 

  学校給食費の無償化についてお答えします。新型コロナウイルス感染拡大によ

り、多くの子育て世帯でも経済的な影響を受けていると思われます。そのような

状況下であることから、保護者の負担軽減を図るため、新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金、これを活用してということで午前中にもお答えしま

した。この活用は、ほぼできるのではないかというふうに踏んでおります。です

ので、これを利用してできるだけ早い時期に、無償化を実施していきたいという

ふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  谷口翔馬議員の学校給食費の無償化についてお答えしま

す。 

  先ほど町長も申しましたように、新型コロナウイルス感染拡大による影響とい

うことで、学校給食費の無償化を進めるということであります。私のほうもこち

らのほうの先ほど申されました地方創生の臨時交付金、これを活用してまいりた

いと考えますので、このメニューに入れていけるように財政当局に働きかけをし

たいと思います。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  谷口翔馬議員。 

○１番（谷口翔馬）  前向きな回答をいただきました。新型コロナウイルス拡大

を受け緊急対策の取組の１つとして、給食費無償化に多くの自治体が既に取り組

んでいます。智頭町も所得が減少している子育て世帯の負担軽減や不安を和らげ

るため、町長がおっしゃった、教育長がおっしゃった、新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金を使ってでも実施するべきだと考えます。 

  現在、１年間の町民が負担する給食費は、当初予算で９３９万円が見込まれて

おり、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２億４，０００万円の

約４％しかありません。その約４％を使って未来ある子どもたちを支援すべく、

経済対策を行うのも行政の責任だと考えます。今すぐ臨時会を開いてでも行うべ
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きだと考えますが、町長の意見として臨時会を開いてでも行うか、緊急対策とし

ての期間はいつからいつまでの期間をお考えか、お聞かせ願います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほども申しましたように、この臨時交付金が使えるであ

ろうというふうに思っています。確定をしたわけではないので、確定しましたら

できる限り早い時期にというふうに午前中も申し上げましたが、臨時議会を開催

するか、９月の定例会でするか、いろいろその辺のところはまたその状況によっ

て変わってきますので、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  谷口翔馬議員。 

○１番（谷口翔馬）  今現在、町長がお考えとするその交付金を使ってでの給食

費無償化の期間としては、いつからいつまでを今のところお考えでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  期間といいますか、先ほども言いました給食費９００万円

余り、ただこれまで半額にしたから９００万円余りになっているので、本来でい

くと２，０００万円近くあるんです。それをたまたま智頭町としては今年度から

半額ということにしたんですけども、できるならばこの年度当初からに遡ってで

もやっていきたいと。ただそれは対応になるかどうか分かりませんが、なるんだ

ったら年度当初からということで考えています。 

○議長（大河原昭洋）  谷口翔馬議員。 

○１番（谷口翔馬）  一番不安を感じているのは町民です。一刻も早い対応をお

願いいたします。今回は経済対策としての無償化ですが、このピンチをチャンス

に変えて、子育て支援の一環として給食費無償化を継続させていかなければなら

ないと考えています。文部科学省が全国の都道府県、教育委員会を通じて市区町

村教育委員会、１，７４０自治体に対して平成２９年の学校給食食材費無償化の

実施状況調査が行われています。その結果、１，７４０自治体のうち、完全無償

化を実施している自治体は７６自治体あります。この多くが町村であり、かつ、

人口１万人未満の自治体であります。この智頭町も努力をすれば可能だと思われ

ます。１年間の１人当たりの給食費、小学生だと約５万２，０００円、中学生だ

と約５万６，０００円です。去年の４月から半額負担としていますが、給食費無

償化にすることで一家庭の経済的負担の軽減ができ、安心して子育てができる環

境をつくることができます。 
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  現在、鳥取県内では完全無償化を実施している自治体はありません。県内どこ

もできていないからこそ、智頭町は努力して未来ある子どもたちを支援するべき

ではないでしょうか。そうすることで子育て支援の充実するまち、少子化対策、

定住・転入の促進につながると私は考えています。考えていますが、交付金期間

が終わっても継続していけるのか、そのときの財源はどこからもってくるのか、

お聞かせ願います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  その期間というのはちょっと私も誤解していましたので、

基本的に給食費を半額にしたいきさつは、将来的には無償化するというねらいを

もって、ただ財政的にちょっとしんどいなというのがあって当面半額ということ

にしたわけです。たまたまこのコロナの関係で禍を転じて福と為すということに

なれば、一旦は無償化したものを５年たったから有償化しますということにはな

りませんし、したくはないです。ですので今回、このコロナの関係で完全な無償

化にした以上、これはずっと継続していきたいというふうに考えています。 

○議長（大河原昭洋）  谷口翔馬議員。 

○１番（谷口翔馬）  すごく前向きな回答をいただきました。現在、７６自治体

あるわけですから、参考にしてでもこの智頭町も継続していけるよう努力して積

極的に取り組むよう求めます。給食費無償化にも関連してくると思いますが、次

の質問に入らせていただきます。 

  現在、若者世代の人口流出に歯止めがかからない状況にあります。若者人口流

出を阻止すべく、具体的対策をどのように講じていくのか、町長の意見をお聞か

せ願います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  人口減少を止めることは、なかなか困難なことだというふ

うに思っています。しかしながら、中野議員の質問にもお答えしましたが、人口

維持というのは町の基礎体力を示す１つのバロメータになってくると思います。

一定の人口規模を保つことが重要になっております。 

  総合戦略の人口ビジョンでは、２０４０年の人口目標を５，０００人としてい

ます。このための施策を様々展開しているところでございます。しかしながら、

議員ご指摘の若者世代の人口流出は近年増加傾向であります。特に生産年齢人口、

この転出者のうちの若年層といいますか、１５歳から３５歳未満の転出者ですね、
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この割合が大体７割を占めております。主に進学、就職、結婚などが要因だと思

われておりますけども、その対策として、本町独自の奨学金制度を創設して、一

度は町外に出ても、経験を積んでいただいた後に帰ってきたくなるような取組を

進めております。また、小学校や中学校の頃から智頭町を知り、好きになっても

らう、いわゆる愛町心を育むふるさと教育も重要な対策であります。 

  ご存じのように百人委員会では、既に中学生や高校生にも取り組んでいただい

ているところでございます。もっと分かりやすい具体的な対策は、今そこにおら

れます谷口議員のような若者を町全体で育てていくことだと思っております。若

い方が智頭町をよくしようと、そして議員として活躍していただくことは、若者

にとっては大きな励みとなってくると思います。 

  今後は智頭町の若者代表として、アイデアや提言をいただき、一緒に課題解決

に取り組んでいきたいと思います。何とぞよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  谷口翔馬議員。 

○１番（谷口翔馬）  町長が言われたとおり、確かに若い方々、子育て世代にと

ってたくさんの魅力的な事業がこの智頭町にはあります。しかし、その様々な支

援だったり補助だったりが、町外の皆様、そして、町内の皆様にもあまり周知さ

れていない状況にあり、宝の持ちぐされになっていると私は感じます。今現在よ

り町民、町外の皆様に周知すべく政策等はお考えでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  確かにそういった面では、町外の皆様に対しての周知とい

うのが薄いかも分かりません。どうやった施策がいいのかというのは今すぐ返答

はできませんけども、少し考えてみたいというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  谷口翔馬議員。 

○１番（谷口翔馬）  例えば、このたび智頭町魅力発信強化事業が発足すると思

われます。その中で、魅力的な事業ＳＮＳを活用したデジタルプロモーションを

行ってＰＲを行う、まちのホームページをバージョンアップ及びリニューアルす

る中で、町民、町外の皆様が見て分かりやすくするのも一つの周知方法だと私は

考えています。ぜひ、１人でも多くの方にこの智頭町の魅力ある事業が周知され

ることを心がけて業務に向かっていただきたいと思います。 

  そして、若い方たちが流出する一つの理由として、気軽に住める場所がないと

いう問題点があります。私は、結婚して智頭町で住む場所を探しました。部屋が
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あいていた町営住宅を見学させていただいたのですが、老朽化が進んでおり、家

賃は月額７万２，８００円プラス共益費で、正直なところ高額な印象を受けまし

た。そして、民間のアパートは常に埋まっている現状です。町内に住みたくても

住む場所がなく、仕方なく町外へ出てしまっている状況、このような経験をして

いる方はたくさんおられます。 

  公営住宅等は、所得が上がると家賃も上がる仕組みになっており、このような

状況のため、家庭内の経済状況によっては長く住むことが難しい場合があります。

そして、智頭で生まれて何十年とこの智頭町に住んでいた家族が、町外へ出てし

まっている実情もございます。気軽に住める場所がなくて出てしまう実情は、と

ても悲しいことだと私は考えています。この気軽に住める場所がないという問題

点を解消するためには、智頭町独自の所得関係なしの家賃一律などのアパートを

つくるなど、様々な対策が必要だと考えています。この問題点をどう思われるか

意見をお聞かせ願います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  若者世代の流出を防ぐためにも、住宅の確保というのは確

かに必要なことだというふうに認識しています。先の中野議員のときにもお答え

しましたけども、空き家バンク登録、この物件で住める家が少ないというのも現

実的にあるわけです。ですので、ある程度そういったことを踏まえながら、また、

午前中の議員の質問のときにもお答えしました、一戸建て住宅の建設であるとか、

それから町有地の無償譲渡であるとか、いろんな策を今、考えております。 

  今、谷口議員言われたような町営のアパートと言われますけども、これは多分

なかなか難しいのかなというふうには思っています。実際、まちはアパートを経

営する状況というのは、今、保有している状況の住宅を老朽化している部分もあ

るので、これなんかを更新していくということもある程度考えていかなきゃいけ

ないかなというふうに思ってますけども、いろんな策を今、考えておりますので、

いましばらくの猶予をお願いしたいというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  谷口翔馬議員。 

○１番（谷口翔馬）  若い方たちの意見からしますと、ゆめが丘の一軒家だった

り、空き家だったり、そういうところに住むというのはやっぱりすごく重みがあ

って、すぐ住める状況、１人暮らしでもしたいとか、結婚してすぐ家が建てる状

況にないとか、様々な意見等があります。なので、ぜひ前向きに試行錯誤してア
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パートをつくっていただくとか、民間との関連をさせて何としてでも気軽に住め

る場所を提供できるよう願います。この気軽に住める場所がないという実情を重

く受け止め、早急に流出を止めるべく政策に努めるよう求め、私の質問を終わり

ます。 

○議長（大河原昭洋）  以上で、谷口翔馬議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で午後２時１０分とさせていただきます。 

休 憩 午後 １時５６分 

再 開 午後 ２時１０分 

○議長（大河原昭洋）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、國本誠一議員の質問を許します。 

  ４番、國本誠一議員。 

○４番（國本誠一）  議長の許可を得ましたので、通告に従い質問を行います。 

  まず、質問を行う前に、このたび選挙で当選された若い谷口翔馬議員が、私の

前に元気よく質問を行った。その後に先輩というより年配の私がやるということ

は、ちょっと弱々しく聞こえるのかなと心配しながら行いたいと思います。また、

この後にも同じく選挙で当選された波多議員が控えております。負けないように

頑張りたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

  さて、今日いろいろ午前中から新型コロナウイルス感染症対策ということで、

様々な議員からいろんなことが質問されております。このコロナ感染症は当然い

ろんな対策も必要なんですが、いろんなことを通じて震災のときもそうでありま

した、こういったことが差別につながっていくような発言、誹謗中傷というもの

が多く発生をしているという現実があります。 

  コロナにかかった感染者の家に石を投げこんだりとか、ネットでコロナ女だと

かというふうなこと、それから、当町ではなかったですが鳥取市で発生した当初

に、お隣の兵庫県から感染者が発生したという状況の中で、兵庫県の感染者は出

ていない地域、言わば山陰海岸ジオパーク、麒麟のまち連携の兵庫県内の方、鳥

取市を通勤圏にしているような方が鳥取市に通勤をしてくる。そうすると、お隣

ですから兵庫県姫路ナンバーということで、コロナを持ってくるというふうな目

で見られてコロナ来るなとか、帰れとかというふうなことを車に落書きされたり

とか、というふうなことがあったりということで、いろんな差別につながる事態
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になっています。いろんな経済対策、支援対策についてはいろいろほかの議員か

らあったわけです。私はこういったことが差別や誹謗中傷につながっていく、こ

の現実を訴えていきたいと思います。 

  そういう中でですが、まず最近の出来事で、あるプロレスラーの死が大きくメ

ディアに取り上げられ、話題となったことは町長もご存じかと思います。それは、

インターネットやＳＮＳでのレスラーへの誹謗中傷が死に至る原因になったので

はないかとされ、発達した情報化技術を使用した悪質なネットでのこの誹謗中傷

は、国会でも議論があったところです。 

  しかし、このような事象は以前からあり、その対策、対応については私たちも

これまでから訴えてきたところであります。このたびの町長選挙に臨むに当たり、

金兒新町長の公約の中にも人権尊重のまちづくりについて述べておられました。

町長は町職員、また、副町長として長きにわたり行政一筋にその職務に精励され、

また、前寺谷町長の下では差別や人権を守る取組に、理解や協力を示されてきた

と思います。この姿勢は今後も変わることなく、差別のないまち、人権尊重のま

ち、智頭町をこれまで同様に、あるいはそれ以上に取り組んでいかれるお考えな

のか、町長のご所見をお伺いします。 

  以下は、質問席にて行いたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  國本議員、事前通告の内容とちょっと違うようなんです

けど、取りあえずモニタリングについて答弁をしていただいてよろしいでしょう

か。 

  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  本町では、昨年１２月に「智頭町部落差別の解消の推進に

関する条例」を制定し、部落差別解消推進法の具体化に向けた取組を進めておる

ところでございます。この条例の第９条では、インターネット上における部落差

別と見なされる書き込み投稿等の監視、いわゆるインターネットモニタリングと

いうことです、これを行うこと、また、関係する差別書き込み等を発見した場合

は、必要な方法により削除要請を行うことを明記しております。 

  モニタリングの実施については、削除要請についての知識取得などの課題があ

りますが、研修会に参加するなどして、必要な知識の取得に努めるとともに、モ

ニタリング先進地からの指導を受けるなど、実施環境を整えた上で、本折隣保館

職員を担当として、本年５月から毎週木曜日に実施しております。 
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  モニタリングの結果、智頭町の被差別部落を特定する書き込み１件を発見し、

現在、鳥取地方法務局と連携しながら削除要請の手続を踏んでいるところでござ

います。 

  今後も、情報化における差別を大きな課題として認識していき、インターネッ

トモニタリングにこれまで以上に取り組んでまいりたいというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  國本誠一議員。 

○４番（國本誠一）  本年５月から本折隣保館でモニタリングを行っているとい

うことでしょうか。それで間違いないですか。今年度に入ってから、今年度とい

うか昨年末条例ができた後にモニタリングは行っていくんだというふうな答弁が、

以前総務課長からあったような記憶が私はあるんですが、実施は本年５月から実

施をされている。本折隣保館で毎週木曜日、１時間程度ですか。それで間違いな

いですか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  一応年は明けてから試行的には行ってきたんですけども、

本格的に行いだしたのがこの５月からということになります。 

○議長（大河原昭洋）  國本誠一議員。 

○４番（國本誠一）  県のモニタリングの環境整備ということで、当町にも県か

ら通知はきておると思います。それは６月頃ですから、それ以前にもう既にやっ

ているということは取り組んでいただいているということで理解はします。しか

し、今年６月に県のほうから示されたモニタリングのマニュアルというものがあ

ると思います。こういったものに沿った形で行われているんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  智頭町のインターネットモニタリングの実施要領というも

のをつくっております。それにはマニュアルに沿って実施するということをうた

ってあります。ですので、そのとおりに基本としてはやっております。 

○議長（大河原昭洋）  國本誠一議員。 

○４番（國本誠一）  その智頭町のマニュアルと、県のマニュアルというものが

照らし合わせてみて、どうなのかということですがどうでしょう。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほども言いましたように、そのマニュアルに沿って要綱
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をつくっておりますので、そんな差は出てきていないというふうに考えています

けども。 

○議長（大河原昭洋）  國本誠一議員。 

○４番（國本誠一）  県のマニュアルの中には、モニタリングを実施する掲示板

などということで、幾つかのそういったサイトが掲示されています。時々私も開

いてはみるんですが、大概一般的に調べようとすると、まず鳥取ループというも

のが最初に出てきます。多少絞ってとあるサイト、掲示板２ちゃんねるとか５ち

ゃんねるとかいうのがあるんですが、そこにいこうとしたらちょっと私のパソコ

ンではセキュリティが強過ぎるのか、そこをはじくような形に、危険なサイトで

すよとかそういうふうなことなんでしょう。そういったことがあります。 

  とあるサイト、爆サイ山陰版というふうなものはあけてみたりするんですが、

最近の中では智頭町のことはかなりあります。その中には、差別や誹謗中傷とい

ったものではないものが多数あります。１回町長参考に見てください。中身は町

職員のことであったり、いろいろあります。ただし、具体的に私は中身のその問

題について知っているわけでもないし、聞いたわけでもないので言及することは

ないんですが、もし本当ならばやっぱりゆゆしき内容のこともありますので、参

考までに見る機会があったら見ていただきたいと思います。 

  このモニタリングに関連して、ちょっとこれはこれからということで、この定

例会に臨むに当たって企画課のほうの課長からお話があって、特定地域づくり事

業協同組合なるものをこれから発足させていくんだという考えの中で、この仕事

を委託する先にスキマワークというＬＡＳＳＩＣというところ。そこで、この差

別問題に限らない形のモニタリングを行うんだと。それはホームページとかつく

る際に、不適切な表現があったりしてはまずいだろうということでのモニタリン

グだろうと思いますが、それと同時に、この差別事象のモニタリングもというふ

うな、併せてというふうな発言がありました。 

  この場でまだまだ正式にということではないので、この場では深くということ

ではないんですが、必要とあらば、また委員会等を通じてそれは言わせていただ

きたいと思いますが、ちょっとそれは本質的に違う問題だろうというふうに思い

ます。こういったところに任せるような仕事ではないというふうに私は思います。

そのことだけをちょっと言っておきたいと思います。 

  今後とも、このモニタリングしっかり続けていただいて、県などとの連携をと
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りながら必要な事象を発見した場合には、削除の要請をどうしたらいいんだろう

かというふうなことなども県などと協議しながら、また、必要に応じて法務局な

どとも協議しながら、対策をとっていただきたいというふうに思います。 

  次に、相談体制への充実ということも同時にうたわれていたと思いますが、今、

現状この取組というのは、どういうふうな形での充実策というものが講じられて

いるのか、お伺いをしたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  「智頭町部落差別の解消の推進に関する条例」、それから

「智頭町部落差別解消推進基本計画」及び「智頭町部落差別解消実施計画」に明

記しているとおり、部落差別に係る相談については、隣保館に配置している生活

相談員が窓口となって応じておりますが、相談があった場合には各関係機関と連

携して、被差別当事者の心理的支援を行うとともに、差別解消に向けた啓発を行

うこととしております。 

  現在のところ、部落解放運動や人権同和教育の成果により、部落問題に関する

相談はありませんが、人権課題への不安や悩み、被差別体験等は、当事者自らは

相談しづらく心理的負担もあることから、相談担当者を県や隣保館連絡協議会等

が計画する研修会に派遣し、人権問題解決への知識を養うとともに相談窓口業務

や、相談者の信頼を得る心理的ケアのスキルアップを図るなど、地域住民との信

頼関係を築きながら相談体制の充実を図ってまいります。 

  また、久志谷地区集会所職員、隣保館職員、総務課人権同和政策チーム職員も

相談に応じることとしており、人権擁護委員における「特設人権相談」でも部落

問題に関する相談に応じていただいております。 

  今後も、相談に的確に対処するため、相談業務に関係する研修の充実など、隣

保館を中心に相談体制の充実に努めるとともに、相談窓口等の周知についても、

広報ちづや告知端末等によって効果的な周知に努めてまいりたいと、こういうふ

うに思っています。 

○議長（大河原昭洋）  國本誠一議員。 

○４番（國本誠一）  特に、この新型コロナウイルス感染症というものが問題に

なったときから、いろんな研修とか学習会の場とかというふうなことが、コロナ

ウイルス感染症対策という名の下に中止とか延期とかというようなことになって

きております。本来は、いろいろそういった場所を通じて学習する中で、いろい
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ろそういった問題がありはしないかとかというふうなことが、それぞれに認識で

きていくのであろうと思いますが、残念ながらこういう状況ですから、多少のこ

とはやむを得ないのかなというふうに思います。 

  法務省がやった調査の中でも、やはり教育啓発や相談対応力の向上というもの

は必要なんだと。やはり全国的な調査を行った中でも意識の中に根強くある、差

別意識があるということ、特に西日本は比率が高いということが報告されていま

す。そういったことを考えれば、当然本町もその一部に入るわけでしょうから、

しっかりと対応をしていただきたいなというふうに思います。 

  やはり本来、この冒頭申し上げたネット上の誹謗中傷とか、差別とかというふ

うなもの、法的には非常に難しいんだそうです。誹謗や中傷をされたから、それ

が法律的にどうなんだということになると、やはり難しい問題になるというよう

なことがあるようです。そういった意味で、この声を出せない苦しんでいる人た

ちの本当の苦しみ、そういったものが気軽に相談できるような相談体制というも

のをしっかり構築をしていただきたいなというふうに思いますし、やはり最終的

にはこの差別問題、さっきも言ったようになかなか法的な縛りでというのが、専

門家の弁護士なんかに見解でも難しいんだというようなことがあるようです。 

  最終的な願いとしては、やはり差別禁止法であり、人権侵害救済法というふう

なものの法の整備ということに向けていかなければならないなというふうに思い

ますし、本町でも新しくまた金兒新町長が誕生したわけですから、そういったと

ころにぜひ力を入れて擁護活動というものもお願いをしたいというふうに思いま

す。 

  最近のことですが、この条例をつくるきっかけになった部落差別解消推進法が

できる、成立するきっかけとなったそれこそ自民党の国会議員の皆さん、二階自

民党幹事長ですか、をはじめとした議員団の方々が尽力をいただいたわけですが、

その二階幹事長やそれから自民党の中に設置されているこの同和問題に対する、

差別問題に対する特命委員会、重鎮平沢勝栄さんが委員長を務めておられる。 

  この委員会と部落問題に関する小委員会という、同じく自民党議員の委員長さ

んがやっておられる会があるんですが、約１か月ぐらい前に会が開かれて、その

会には二階幹事長も出席をして、その中で二階幹事長が言われたことが、とても

心強く励みになるような発言をされております。ちょっと読み上げますが、二階

幹事長いわく「現にまだ問題があるんだろう。この問題を解消するためにもっと
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真剣な対応がなくてはならん。当事者の皆さんからすれば、余りにも時間がかか

り過ぎている。問題の解決を急ごうじゃないですか。結婚の問題だとか、自分に

置き換えて御覧なさいよ、こんな腹立たしいことはない。破談に追いやられるよ

うな例がいまだにある。そんなことを見て見ぬふりをする文化国家なんてない。

この問題を解決することにみんなで全力を挙げよう」その会の中でおっしゃった

そうです。ぜひともこういった考えの下、本町でもこの差別問題、またいろんな

ネット上の問題、取り組んでいただきたいと思います。それを申し上げて次の質

問に移りたいと思います。 

  まず、新型コロナウイルス感染症対策ということで、いろいろ午前中からあり

ました。支援対策とか、企業の支援、個人の支援、いろんなことがあったんです

が、まずこの支援対策で町内事業者に対する支援への思いというものを、町長の

思いというものをまずお聞かせ願いたいと思いますが。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  思いというご質問でありますけども、経済活動というのは

事業所があり、その事業所を使う住民によって成り立っておるといっても過言で

はないと思います。新型コロナウイルスは、感染拡大を抑制するために自粛要請

が行われ、全国的にも経済活動に大きなマイナスの影響を与えました。本町も同

様であります。 

  このような状況の中で、町内の経済活動の柱である事業所の維持及び回復とい

うのは喫緊の課題であって、そのための対策を講じる、このことが必要だという

ふうに強く感じております。いろいろ策を講じましたが、これは谷口議員、安道

議員にもお答えしたとおりですけども、どのような支援が必要か、どのように必

要か、今までしてきた支援とは別にですね、この２次の交付金の中できちんとし

た思いを持って住民の方、そして事業所の方、そういった方々に関係機関と連携

をしながら、いかにスピード感を意識して対応していくか、ここに尽きるという

ふうに思っています。 

○議長（大河原昭洋）  國本誠一議員。 

○４番（國本誠一）  いろんなそういった支援、国、県、町、そういったことに

ついての考え方はたくさんの議員が質問されて、いろいろご回答いただいており

ます。ただ、ちょっと１つ、私はこの町内事業者の支援というところで、ちょっ

と時を戻してお伺いしたいというよりは、ちょっとこの支援の気持ちがどうだっ
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たのかなという点を１つお聞きしたいと思います。 

  ６月に町長選挙が行われて、金兒新町長誕生されたわけでありますが、選挙に

当たって、掲示板、ポスター見させていただきました。そこでちょっと１つ気に

なったのが、金兒町長のポスターの中の印刷責任者、「東京なになに」というの

が書いてあります。うん、と実は思ったわけです。ちょっと調べさせていただき

ましたが、ネットで注文ができるようなところだというようなことだったんです。

町長ご自身が、そういったことを一々やっとるひまはないというふうには思いま

す。思いますが、やはり町内にも十分対応できる事業者というものがあろうかと

思います。 

  この間、前町長は５月の臨時会で期末手当の２０％カット、病院事業管理者や

教育長は１０％カットというようなこと、それは何のためか。そういった対策、

支援のための費用に充てる。そして先月の第２回の臨時議会、我々議員も２０％

のカットだと。これは直接自分がどうのこうのということではないんですが、そ

ういった中で、いろんな取組として町内事業者支援だということで、このコロナ

禍の中でできることからというふうなことで、それぞれ議会も昼にかかれば町内

の飲食業事業者から弁当をとるなり、町職員の方もかなり昼のテイクアウトとい

うようなことにも協力もいただいておると思います。 

  そういった気持ちの持ち方というものが少し、うん、と思ったわけです。そん

なことは関係ないよと言われればそれまでのことだと思いますが、ちょっとそれ

が気になったものですから、事業者に対する支援の思いをという形で私は質問を

させていただいたところです。どうでしょう。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  私のプライベートのことですので、それに対してはお答え

は控えさせていただきたいとは思いますけども、基本的に考えて町内業者をとい

う考えは今も昔も変わってはおりません。たまたま結果として私の場合のポスタ

ーがそうなっとったというだけのことであります。 

○議長（大河原昭洋）  國本誠一議員。 

○４番（國本誠一）  もう今となってはどうこうということではないでしょうが、

やはりそういった今のこの状況ですから、そういった思いも持って住民一人一人

に寄り添うまちづくりというものが公約の中にもあるわけですから、そういった

思い、今であれば支援の思い、そういったものを気持ちの中に持っていただきた
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いなというふうに申し上げて、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  以上で、國本誠一議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で２時５０分とさせていただきます。 

休 憩 午後 ２時４６分 

再 開 午後 ２時５０分 

○議長（大河原昭洋）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、波多恵理子議員の質問を許します。 

  ２番、波多恵理子議員。 

○２番（波多恵理子）  議長の許可をいただきましたので、質問いたします。 

  まずは、先立ちまして、６月７日の補欠選挙で初当選をさせていただき、町民

の代表として智頭町発展のため精いっぱい努力してまいる所存です。皆様どうぞ

よろしくお願いいたします。初めての一般質問で、しかも最後を務めます。ほと

んど先輩議員のご質問と重なるとは思いますが、どうぞご了解ください。 

  それでは、質問に入らせていただきます。町長は住民満足度を高めるために、

移住定住を生み出したいと述べられておりますが、移住定住の現状の問題点、今

後の課題についてどのようにお考えでしょう。町長のご所見を伺います。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  波多議員の質問にお答えします。 

  私は、地域や住民のやる気を引き出す取組を進め、町民の皆様とともに夢ある

智頭町を築くため、「住民満足度の高い町」を目指しているところであります。

移住定住の推進は、それを実現するための公約の１つでございます。 

  移住施策では、平成２２年度から令和元年度までの１０年間で２２４人の移住

者があり、第１期総合戦略の目標値として設定している業績評価指標ＫＰＩ、こ

れもおおむね達成している状況であります。現在も移住の問合せはあるものの、

住居の確保が大きな問題となっております。これは、中野議員、谷口議員にもお

答えしたとおりでありますけども、空き家バンクの登録は２２２軒ありますが、

すぐに住める家がない、さらには住むに当たりましては大きな改修が必要になっ

てくる、こういった問題が多々あるところでございます。 

  定住につきましては、既に中野議員にもお答えしているとおりでございまして、
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転入より転出が多い社会減と言われています。これをいかに抑制するかというこ

とが重要になってくると思います。この解決のために、ふるさと教育の推進を図

りながら、いずれはまちに帰ってきたくなるまちづくり、こういったものを進め

ていく必要があると考えております。 

  移住定住の推進において、共通の課題は働く場の確保です。町内で起業しやす

い環境づくりや、特定地域づくり事業協同組合の設立、これはその解決につなが

る可能性がありますので、この課題解決に向けて積極的に取り組んでまいりたい

というふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  波多恵理子議員。 

○２番（波多恵理子）  町長の答弁をいただきました。問題解決、住むところが

ない、働く場所の確保、今後少しでも、１つでも多く解決いただけたらと考えま

す。特に移住に関しましては、町民の声として、移住者の方は支援を受けて優遇

されているという感情を町民の方が持っておられる。そして、町民の理解があま

り得られていないと思います。逆に移住者の方からは、こんなはずではなかった

と不満の声を聞きます。人口減少を緩やかにするためにも、移住定住は大切な政

策の１つと考えます。移住者の方の事前のレクチャー、アフターケアをしっかり

として、町民も移住者も住んでよかったと感じるようにするために、何か具体策

をお考えでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  私の基本的な考え方は、移住という大きなレッテルを張る

必要はないというふうに思っています。移住者だからどうだとか、こうだとかい

うこと自体が既に間違っているんではないかと思っています。智頭町に移住で来

られようがどうしようが、智頭町に住んでもらえれば智頭町民なんです。ですか

ら、移住の方はとか、智頭町民が移住の方に対してどう思うかとか、移住の方が

智頭町民をどう思うかとか、そういう考え方自体が、既に移住者と既存の智頭町

民との間に壁をつくっているような感じがします。 

  ですので、そういう捉え方ではなくて、既にあなた方は智頭町民なんだよと、

移住の方々にはそういう接し方をしていただければというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  波多恵理子議員。 

○２番（波多恵理子）  人口が減少するとまちも活力が失われていきます。町執
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行部と議会が連携して、この課題について取り組んでいきたいと思います。 

  次の質問に移ります。新型コロナウイルス感染症の感染拡大により東京一極集

中が見直される中、若者の東京離れの意識が高まっていると聞いています。テレ

ワークができる環境を整えることが、移住定住に大変有効であると考えます。こ

の質問に関しましては、先輩議員のご質問のお答えで前向きに取り組んでいただ

けると理解いたしました。今後、地方回帰がより一層進んでいくと思われます。

アフターコロナを見据えて、より移住定住策に取り組んでいただくことを期待い

たします。 

  最後に、教育環境についてお尋ねします。既に小学校、中学校、保育園とすば

らしい建物ができており、秋には図書館も完成いたします。これらをしっかりと

活用し、小中と一貫した智頭らしい特色のある教育に関し、具体的なお考えをお

聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  教育施策ということにつきましては、教育長に答弁させま

す。 

○議長（大河原昭洋）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  先ほどもありましたように、本町では県下でも最も恵ま

れた教育環境、教育設備を活用して充実した学校教育を展開しているところです

が、智頭小学校、智頭中学校ではこれらの基礎的な技能・知識を基に、課題を解

決するために必要な思考力、判断力、表現力や主体的に学習に取り組む態度の育

成に向けて図書館であったり、ＩＣＴであったり、効果的に活用することにより

教育効果の向上を目指しているものでございます。 

  智頭町教育ビジョンでは、基本理念である、智頭町を愛し、確かな学力、豊か

な心、健やかな体の調和のとれた、生きる力を持つ子どもの育成に努めていると

ころでありまして、引き続き努力してまいりたい、このように考えております。 

○議長（大河原昭洋）  波多恵理子議員。 

○２番（波多恵理子）  答弁をいただきました。例えば小学校だより「どうだん

つつじ」で、小学校の校長が述べられている挨拶日本一運動はとてもすばらしい

取組だと思います。このテーマを中学校と連携していただくとか、中学校３年生

では皆がある程度英会話ができるとか、パソコンあるいは国語の読解力では鳥取

県一番とか、このまちで育てたいと思うような、もっと具体的なテーマを持って
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いただくのはいかがでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  挨拶の話が出ました。実は智頭の小学校、中学校、本当

によく挨拶をしてくれます。中でも中学生、こちらのほうは本当に昼間行っても、

体育の授業を休んで体を止めてまで挨拶をしてくれるような現状です。そこまで

する必要はあるのか、どんなかということはありますけども。 

  確かにこのたび校長が変わりました。新たな目標として挨拶運動日本一みたい

なことを、私はやるんだということで聞いております。小学校が別に挨拶が少な

いとか、そういう意味じゃなしに、常日頃学校だけじゃなしに地域や家庭でも子

どもたち、そして住民の皆さん、そういう営みの中でこの挨拶というのは大事な

ことであるし、人間の基礎であろうと考えます。私もこの活動については同感を

しております。 

  それから、先ほどありました英会話、こちらも本当に鳥取県下でも英語弁論で

最優秀が出るくらい、結構皆さん中学生、一部になるのかも分からんけども実績

をここ数年積んでおります。そういうような優秀な子どもたちも育っているとい

うことです。 

  それから、図書館の話が出ましたので、おなかにいるときからおぎゃーと生ま

れてブックスタートが始まるわけですね。これ７か月からですけども。保育園に

行くと今度は読み聞かせ、それから、絵本をおうちに持って帰ってお母さん、お

父さんに読んでもらう、そういうようなことから始まって、小学校、中学校では

本当によく図書館を利用してくれています。鳥取県下でも、図書の貸出冊数は群

を抜いています。借りて帰ってそのまま持って出るというじゃなしに、十分何回

も読んで活用してくれています。こういうようなことが、新図書館の運営のほう

にもまた生きてくるのではないかなと私は思っています。 

  ということで、特色がないというわけではない、特色はしっかりあると理解し

ております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  波多恵理子議員。 

○２番（波多恵理子）  加えて、小中で子どもたちの中で問題が起きた場合、多

くは親の考え方に原因があったりすると聞きます。産前・産後・幼児期において、

幼児はもとより親に対するケア、アドバイスなどにも力を入れていただき、安心
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して皆で子育てをできるソフト面の強化をしていただけたらと考えますが、いか

がでしょう。 

○議長（大河原昭洋）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  子育ては親育てとも言われております。近年、過疎、少

子化、また、核家族の進行と併せて共働きのご家庭が大変増えております。こう

いうような子育てを取り巻く環境は、すごい昔と変わってきたわけですね。やは

りかつては地域が育てていた、各家庭が育てていた子どもたちでありますけども、

なかなかそこの部分のパイプが細くなっていると私は思います。 

  いろいろ町としても子育て支援センターであったり、ファミリーサポートであ

ったり、それから、放課後児童クラブ、それから、ブックスタート、育カフェ、

いろいろと子どもたち、それからご家族のための事業を取り組んでいるわけです

けども、やはりいろんな考え方の親がおられます。それは多様なことで、ある意

味いいことだとは思うんですけども、昔みたいに１つの方向に行くぞって言った

ら、そっちのほうばっかりっていうんじゃなしに、いろんな考え方があるので、

そこのところは理解しながら、やはり学校教育、家庭教育、地域教育、ここら辺

のところで子どもたちを、それから若い保護者を支えていく必要があるなと、こ

のように考えております。 

○議長（大河原昭洋）  波多恵理子議員。 

○２番（波多恵理子）  教育は定住に直結することになりますので、今後もより

一層、智頭町の特色のある教育を進めていただくことを要望いたします。 

  たくさん先輩議員とテーマが重複いたしましたことは反省し、今後はより勉強

し、次の一般質問に頑張ってまいりたいと思います。 

  以上で、私の質問を終わります。 

○議長（大河原昭洋）  以上で、波多恵理子議員の質問を終わります。 

  本日の日程は全て終了しました。 

  本日はこれにて散会とさせていただきます。 

 

散 会 午後 ３時０８分 
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